
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】クリップ、締付リング、連結部材からなるクリ

ップユニットをクリップ装置に簡単に取り付けることが

できるクリップケースを提供する。

【解決手段】押え管４の突出部４ａをすべて押え管４内

に押し込みながら、スライダーを基端側へ引き込むと、

操作ワイヤ７とフック部１２がコイルシース内に引き込

まれる。この時、押え管４の突出部４ａは押え管４内に

押し込まれているため、コイルパイプ８の端面に引っ掛

けることなくクリップユニット１がコイルシース内に引

き込まれる。押え管４の突出部４ａはコイルシースの内

面に接触しているため、弾性的に変形し、押え管４内に

収納された状態を保つ。この状態で、予め体腔内に挿入

された内視鏡の鉗子チャンネルを介してシース部６を体

腔内に導入し、内視鏡により体腔内を観察しながらシー

ス部６の先端を対象部位まで導く。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク リ ッ プ と 、
　 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ を 閉 成 す る 締 付 リ ン グ と 、
　 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入 可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材 と 、
　 前 記 ク リ ッ プ と 締 付 リ ン グ と を 先 端 に 取 付 け 可 能 な 導 入 管 と 、
　 前 記 ク リ ッ プ に 前 記 連 結 部 材 が 係 合 さ れ 、 か つ 前 記 締 付 リ ン グ が 前 記 連 結 部 材 に 嵌 着 さ
れ た 状 態 で 、 こ れ ら ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 を 封 入 す る と と も に 、 こ れ ら ク リ ッ
プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 を 前 記 導 入 管 内 に 収 納 可 能 な 位 置 に 前 記 導 入 管 を 固 定 す る 固 定
手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な ア ー ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク
リ ッ プ ケ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な 突 起 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク リ
ッ プ ケ ー ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な 突 起 付 ア ー ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 軟 性 樹 脂 リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ク リ ッ プ ケ ー
ス 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ケ ー ス 本 体 の 少 な く と も 一 部 を 透 明 も し く は 半 透 明 な 素 材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば 経 内 視 鏡 的 に 体 腔 内 に 挿 入 し 、 生 体 組 織 を ク リ ッ プ す る 生 体 組 織 の
ク リ ッ プ 装 置 の ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 等 を 封 入 す る ク リ ッ プ ケ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ が 知 ら れ て い る 。 こ の ク リ ッ プ 装
置 は 、 図 ２ ８ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 １
０ ６ で 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ は ク リ ッ プ １ ０ ２ に 連 結 部 材 １ ０ ３ を 係
合 さ せ ク リ ッ プ 締 付 リ ン グ １ ０ ４ を 被 嵌 し た 状 態 に な っ て い る 。 連 結 部 材 １ ０ ３ は 板 材 で
構 成 さ れ て お り 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 １ ０ ６ の フ ッ ク 部 １ １ ２ と の 連 結 用 に 係 合 孔 １ ０ ３ ｂ
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ク リ ッ プ 操 作 装 置 １ ０ ６ は 挿 入 部 １ ０ ６ ａ と 手 元 側 操 作 部 １ ０ ６ ｂ で 構 成 さ れ 、 挿 入 部
１ ０ ６ ａ は 導 入 管 １ ０ ７ と 導 入 管 １ ０ ７ 内 に 挿 通 さ れ た 操 作 管 １ ０ ９ と 操 作 管 １ ０ ９ 内 に
挿 通 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ １ １ ０ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 操 作 ワ イ ヤ １ １ ０ に は 連 結 部 材 １ ０
３ と の 連 結 用 の ピ ン １ １ １ を 有 す る フ ッ ク 部 １ １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 手 元 側 操 作 部 １ ０
６ ｂ は 導 入 管 １ ０ ７ の 手 元 側 に 固 定 さ れ た チ ュ ー ブ 継 手 １ １ ４ と 、 操 作 管 １ ０ ９ を 進 退 操
作 す る 操 作 部 本 体 １ １ ５ と 、 操 作 ワ イ ヤ １ １ ０ を 進 退 操 作 す る ス ラ イ ダ ー 部 １ １ ６ か ら 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ を ク リ ッ プ 操 作 装 置 １ ０ ６ に 取 付 け 、 体 腔 内 へ 導 入 す
る に は 、 次 の 手 順 で 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 （ １ ） 操 作 部 本 体 １ １ ５ を 先 端 側 に 押 し 、 導 入 管 １ ０ ７ か ら 操 作 管 １ ０ ９ を 突 出 さ せ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 （ ２ ） ス ラ イ ダ ー 部 １ １ ６ を 先 端 側 に 押 し 、 操 作 管 １ ０ ９ か ら フ ッ ク 部 １ ０ ３ ａ を 突 出
さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 （ ３ ） ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ の 連 結 部 材 １ ０ ３ の 係 合 孔 １ ０ ３ ｂ と ク リ ッ プ 操 作 装 置
１ ０ ６ の フ ッ ク 部 １ １ ２ の ピ ン １ １ １ と の 位 置 を 合 わ せ な が ら 、 ピ ン １ １ １ を 係 合 孔 １ ０
３ ｂ に 通 し て 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ ４ ） ス ラ イ ダ ー 部 １ １ ６ を 基 端 側 に 引 き 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ の 締 付 リ ン グ １ ０
４ を 操 作 管 １ ０ ９ の 先 端 に 嵌 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ ５ ） 操 作 部 本 体 １ １ ５ を 基 端 側 に 引 き 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ を 導 入 管 １ ０ ７ 内 に
収 納 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ６ ） 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 へ 導 入 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 の ６ つ の 工 程 に よ り 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ を 結 紮 す る に は 、 次 の 手 順 で 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ １ ） 操 作 部 本 体 １ １ ５ を 先 端 側 に 押 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ を 導 入 管 １ ０ ７ 内 か
ら 突 出 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ２ ） ス ラ イ ダ ー 部 １ １ ６ を 基 端 側 に 少 し だ け 引 き 、 ク リ ッ プ １ ０ ２ を 拡 開 状 態 に す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ３ ） ス ラ イ ダ ー 部 １ １ ６ を 基 端 側 に 引 き 、 ク リ ッ プ １ ０ ２ に 締 付 リ ン グ １ ０ ４ を 被 嵌
さ せ ク リ ッ プ １ ０ ２ を 結 紮 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 の ３ つ の 工 程 に よ り 行 う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 導 入 管 と 操 作 ワ イ ヤ の 構 成 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ る 内 視 鏡 用 処 置
具 が 知 ら れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 の 構 成 は 、 外 套 管 と 、 こ の 外 套 管 内 に 進 退 自 在 に
挿 入 さ れ 手 元 側 か ら の 操 作 に よ り 進 退 さ れ る 操 作 ワ イ ヤ と 、 こ の 操 作 ワ イ ヤ に 取 着 さ れ そ
の 操 作 ワ イ ヤ の 進 退 に よ り 外 套 管 の 先 端 側 で 処 置 具 を 操 作 で き 、 弾 性 ワ イ ヤ で 構 成 さ れ た
処 置 部 と 、 こ の 弾 性 ワ イ ヤ の 少 な く と も 一 端 を 延 出 し て 上 記 外 套 管 内 に 導 入 し た 延 出 部 ワ
イ ヤ と 、 こ の 延 出 部 ワ イ ヤ と 上 記 操 作 ワ イ ヤ の い ず れ か を 上 記 外 套 管 内 で 湾 曲 し て 形 成 し
こ れ を 他 方 の も の に 取 着 固 定 し た 複 数 の 湾 曲 部 を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 っ て 、 こ の 内 視 鏡 処 置 具 は 、 操 作 部 の 操 作 で 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 さ せ 、 処 置 部 を 作 動 さ
せ る 場 合 に 、 操 作 ワ イ ヤ ま た は 延 出 部 ワ イ ヤ の 外 套 管 内 で の た わ み が 少 な く な る 。 従 っ て
、 操 作 部 の 操 作 量 の 損 失 が 極 め て 少 な く な り 、 外 套 管 先 端 に お け る 処 置 部 を 確 実 に 操 作 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 導 入 管 と 操 作 ワ イ ヤ の 構 成 と し て 、 特 許 文 献 ３ に 示 さ れ る 内 視 鏡 用 注 射 器 が 知 ら
れ て い る 。 こ れ は 、 内 、 外 套 管 か ら な る ２ 重 管 を 介 し て 操 作 部 と 穿 刺 部 と が 連 結 さ れ て い
る 内 視 鏡 注 射 器 で 、 内 套 管 の 先 端 に 設 け た 注 射 用 針 の 突 き 出 し 量 を 一 定 に す る た め の 突 出
量 規 制 部 材 が 外 套 管 の 先 端 に 設 け ら れ 、 前 記 注 射 用 針 の 移 動 量 が ス ト ッ パ の 側 面 と 突 出 量
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規 制 部 材 の 側 面 と が 滑 合 す る こ と に よ り 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 操 作 部 の 構 成 と し て 、 特 許 文 献 ４ に 示 さ れ る 内 視 鏡 用 注 射 器 が 知 ら れ て い る 。
こ れ は 、 可 撓 性 を 有 す る 注 入 チ ュ ー ブ と 、 こ の 注 入 チ ュ ー ブ の 先 端 に 取 付 け ら れ た 管 状 の
先 端 針 と 、 こ の 先 端 針 及 び 前 記 注 入 チ ュ ー ブ が ス ラ イ ド 自 在 に 挿 通 さ れ た 可 撓 性 の 外 套 管
と 、 こ の 外 套 管 の 手 元 側 内 部 に て 前 記 注 入 チ ュ ー ブ の 基 端 に 接 続 さ れ た 注 入 パ イ プ と 、 前
記 外 套 管 の 先 端 部 に 設 け ら れ 先 端 針 が 外 套 管 の 先 端 か ら 突 出 し て 前 記 ス ト ッ パ に 当 た っ て
規 制 さ れ た と き に こ の 注 入 チ ュ ー ブ を 圧 縮 し て 外 套 管 に 固 定 す る 固 定 機 構 を 具 備 し て い る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 8-19548号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 2-239855号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 5-91686号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 実 開 昭 62-78901号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の ク リ ッ プ 装 置 は 、 手 元 側 操 作 部 １ ０ ６ ｂ に 、 導 入 管 １ ０ ７
を 進 退 さ せ る た め の チ ュ ー ブ 継 手 １ １ ４ と 、 操 作 管 １ ０ ９ を 進 退 す る た め の 操 作 部 本 体 １
１ ５ 、 さ ら に は 、 操 作 ワ イ ヤ １ １ ０ を 進 退 す る た め の ス ラ イ ダ ー 部 １ １ ６ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 （ １ ） ～ （ ６ ） ま で 、 ６ 段 階 に わ た っ て 、 前 記 チ ュ ー ブ 継 手 １ １ ４ 、 操 作 部 本
体 １ １ ５ 、 操 作 ワ イ ヤ １ １ ０ を 進 退 操 作 す る 必 要 が あ り 、 操 作 が 煩 雑 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ を フ ッ ク 部 １ １ ２ に 取 り 付 け る に は 、 （ １ ） フ ッ ク 部 １
１ ２ に 設 け ら れ た 切 欠 き 部 に 対 し て ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ の 連 結 部 材 １ ０ ３ が 水 平 に な
る 向 き に 保 持 し た ま ま 、 （ ２ ） 連 結 部 材 １ ０ ３ に 設 け ら れ た 係 合 孔 １ ０ ３ ｂ に フ ッ ク 部 １
１ ２ に 設 け ら れ た ピ ン １ １ １ が 嵌 合 す る よ う に 位 置 合 わ せ し な が ら 両 者 を 嵌 め 合 わ せ る 、
と い う 作 業 が 必 要 と な る 。 こ れ に は 、 前 記 （ １ ） 向 き 合 わ せ と 、 （ ２ ） 位 置 合 わ せ 、 と い
う ２ つ の 合 わ せ 作 業 を 同 時 に 行 わ な け れ ば な ら ず 、 取 付 け 作 業 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ ０ １ を 結 紮 す る に は 、 ク リ ッ プ １ ０ ２ を 一 旦 最 大 開 き 状 態
に 保 持 し 、 そ の 状 態 で 目 的 部 位 を 狙 っ て 結 紮 す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 操 作 を 誤 る と 最 大
開 き 状 態 を 過 ぎ て し ま い 、 結 紮 で き な く な っ て し ま う 。 そ の た め 、 ス ラ イ ダ ー 部 １ １ ６ を
繊 細 に 操 作 し な け れ ば な ら ず 、 操 作 が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 特 許 文 献 ２ の も の は 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 の 操 作 ワ イ ヤ へ の 応 用 を 考 え る と 、 操 作 ワ
イ ヤ を 押 し た 時 の ワ イ ヤ の た る み は 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 し か し 、 導 入 管 が 湾 曲 し て い る 場 合 に は 、 操 作 ワ イ ヤ が 導 入 管 の 軸 中 心 か ら 外 れ て し ま
う 。 従 っ て 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を フ ッ ク 部 に 取 付 け る 場 合 に 、 フ ッ ク 部 の 位 置 が 導 入 管 の
形 状 に よ り 変 化 し 、 安 定 し て 固 定 で き な い た め 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の フ ッ ク 部 へ の 取 付 け
が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ の も の は 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 の フ ッ ク 部 及 び 導 入 管 へ の 応 用 を 考 え る
と 、 フ ッ ク 部 を 導 入 管 の 軸 中 心 に 位 置 さ せ る こ と が で き る が 、 導 入 管 の 先 端 部 が テ ー パ 状
に 縮 径 す る 構 造 が 必 須 で あ り 、 縮 径 部 を ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト が 通 過 で き る 内 径 と し た 場 合 、
導 入 管 の 外 径 が 大 き く な っ て し ま う 。 ま た 、 フ ッ ク 部 を ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 連 結 材 と 確 実
に 係 合 で き る よ う に す る た め に は 、 フ ッ ク 部 の 長 さ を 導 入 管 先 端 か ら 十 分 に 突 出 す る よ う
に し な く て は な ら ず 、 フ ッ ク 部 長 が 長 く な り 、 フ ッ ク 部 を 導 入 管 内 に 引 き 込 ん だ 場 合 に 導
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入 管 の 可 撓 性 が 失 わ れ 、 軟 性 内 視 鏡 へ の 挿 通 や 、 フ ッ ク 部 の 突 き 出 し が 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 ４ の 操 作 部 の 固 定 機 構 を 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 の ス ラ イ ダ ー の 固 定 機 構
へ の 応 用 す る こ と を 考 え る と 、 弾 性 ゴ ム リ ン グ に よ る 固 定 機 構 で は 、 ス ラ イ ダ ー を 固 定 す
る と き の 作 動 力 量 と 、 解 除 す る と き の 作 動 力 量 が 同 じ に な り 、 固 定 を 容 易 に す る た め に 、
軽 い 力 量 の 弾 性 ゴ ム リ ン グ に し た 場 合 に は 、 解 除 も 同 様 に 軽 い 力 量 で で き る よ う に な り 、
固 定 が 十 分 に で き な く な る 。 逆 に 、 解 除 さ れ に く く す る た め 、 重 い 力 量 の 弾 性 ゴ ム リ ン グ
に し た 場 合 に は 、 固 定 が 重 く な り 、 操 作 が や り に く く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 ク リ ッ プ
、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 か ら な る ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を ク リ ッ プ 装 置 に 簡 単 に 取 り 付 け る こ
と が で き る ク リ ッ プ ケ ー ス を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ は 、 ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌
着 し て 装 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ を 閉 成 す る 締 付 リ ン グ と 、 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入
可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材 と 、 前 記 ク リ ッ プ と 締 付 リ ン グ と を 先 端 に 取 付
け 可 能 な 導 入 管 と 、 前 記 ク リ ッ プ に 前 記 連 結 部 材 が 係 合 さ れ 、 か つ 前 記 締 付 リ ン グ が 前 記
連 結 部 材 に 嵌 着 さ れ た 状 態 で 、 こ れ ら ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 を 封 入 す る と と も
に 、 こ れ ら ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 を 前 記 導 入 管 内 に 収 納 可 能 な 位 置 に 前 記 導 入
管 を 固 定 す る 固 定 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ク リ ッ プ ケ ー ス に あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ の 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な ア ー ム で あ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 ３ は 、 請 求 項 １ の 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な 突 起 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 ４ は 、 請 求 項 １ の 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な 突 起 付 ア ー ム で あ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 ５ は 、 請 求 項 １ の 前 記 固 定 手 段 が 軟 性 樹 脂 リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 請 求 項 ６ は 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ の ケ ー ス 本 体 の 少 な く と も 一 部 を 透 明 も し く
は 半 透 明 な 素 材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 の 組 立 品 か ら な る ク リ ッ プ ユ ニ ッ
ト を ク リ ッ プ 操 作 装 置 に 取 付 け る 時 、 導 入 管 を ク リ ッ プ ケ ー ス に 挿 入 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ
ト を 導 入 管 に 押 込 む だ け で 係 合 す る た め 、 ク リ ッ プ 取 付 け 時 に 、 ク リ ッ プ ケ ー ス も し く は
導 入 管 の ど ち ら か 一 方 を 保 持 す れ ば 良 く 、 ク リ ッ プ 取 付 け が 簡 便 に 行 え る と い う 効 果 が あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 各 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ～ 図 ６ は 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 図 １ に 示 さ れ る ク
リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ と 図 ２ に 示 さ れ る ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ で 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ユ ニ
ッ ト １ は ク リ ッ プ ２ 、 連 結 部 材 と し て の 連 結 材 ３ 及 び ク リ ッ プ 締 付 リ ン グ と し て の 押 え 管
４ を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ク リ ッ プ ２ は 、 例 え ば 、 板 バ ネ 材 等 の 金 属 製 板 材 を 中 央 部 で 折 り 曲 げ 、 更 に 、 図 １ （ Ｂ
） に 示 さ れ る よ う に 折 り 曲 げ 部 の 近 傍 位 置 を 交 差 さ せ た の ち に 、 拡 開 習 性 を も つ 腕 部 ２ ａ
， ２ ｂ を そ れ ぞ れ 先 端 部 を 離 間 さ せ る 状 態 で 延 出 さ せ て 設 け た も の で あ り 、 基 端 部 側 に 略
楕 円 形 状 の 基 端 側 端 部 ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 連 結 材 ３ は 、 例 え ば 、 液 晶 ポ リ マ ー や ナ イ ロ ン な ど の 樹 脂 を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 製
作 さ れ て お り 、 こ の 連 結 材 ３ の 先 端 部 に は 、 図 １ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 鉤 状 の 鉤 フ ッ ク ３ ａ
が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 鉤 フ ッ ク ３ ａ を ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ に 引 っ 掛 け
て ク リ ッ プ ２ を 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 連 結 材 ３ の 他 端 に は ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ と の 連 結 用 に 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ が 形 成 さ
れ て い る 。 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ の 基 端 側 は 傾 斜 面 ３ ｆ を 持 つ 円 錐 形 状 を し て い る 。 矢 尻 フ ッ ク
３ ｂ の 最 大 外 径 は 後 述 す る フ ッ ク 部 １ ２ の 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 変 形 量 を 考 慮 し て
φ １ ． ０ ｍ ｍ ～ φ １ ． ４ ｍ ｍ と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 傾 斜 面 ３ ｆ は 、 フ ッ ク 部 １ ２ へ の 取 付 け を ス ム ー ズ に 行 う た め 、 ３ ０ ° 以 下 に す
る こ と が 望 ま し い 。 鉤 フ ッ ク ３ ａ と 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ の 間 に は 矢 尻 フ ッ ク ３ ａ の 先 端 側 端 部
よ り も 小 さ い 径 を も つ 円 柱 形 状 の 円 柱 部 ３ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 円 柱 部 ３ ｃ と 矢
尻 フ ッ ク ３ ｂ と の 境 界 に は 段 差 が 形 成 さ れ 、 フ ッ ク 部 １ ２ と 確 実 に 係 合 す る 。 円 柱 部 ３ ｃ
の 外 径 は 、 フ ッ ク 部 １ ２ と の 係 合 力 量 に 影 響 す る 段 差 高 さ と 円 柱 部 ３ ｃ 自 体 の 引 張 り 強 度
を 考 慮 し て 、 φ ０ ． ７ ｍ ｍ ～ φ １ ． ０ ｍ ｍ と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 さ ら に 、 円 柱 部 ３ ｃ の 先 端 側 に は φ ０ ． ４ ｍ ｍ ～ φ ０ ． ６ ｍ ｍ の 径 を 持 つ 破 断 部 ３ ｄ が
設 け ら れ て お り 、 連 結 材 ３ に ３ ｋ ｇ ｆ ～ ５ ｋ ｇ ｆ 程 度 の 引 張 り 力 量 が 加 え ら れ る と 、 破 断
部 ３ ｄ に て 破 断 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 鉤 フ ッ ク ３ ａ の 基 端 側 に は 、 後 述 す る 押 え
管 ４ の 内 径 よ り も 若 手 大 き な 径 を 持 ち 、 押 え 管 ４ に 内 面 に 圧 接 し て 連 結 材 ３ と 押 え 管 ４ を
位 置 固 定 す る た め の 円 弧 状 の 突 起 部 ３ ｅ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 連 結 材 ３ は 、 よ り 破 断
強 度 を 出 す た め に 、 金 属 を 射 出 成 形 し て 製 作 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 押 え 管 ４ は 、 例 え ば 、 Ｐ Ｂ Ｔ （ ポ リ ブ チ テ レ フ タ ラ ー ト ） な ど の 強 度 が あ り 、 か つ 、 適
度 な 弾 性 を 持 つ 樹 脂 を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 製 作 さ れ る 。 押 え 管 ４ は 、 図 １ （ Ｅ ） に 示
す よ う に 、 ク リ ッ プ ２ の 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り ク リ ッ プ ２ の 腕 部
２ ａ ， ２ ｂ を 閉 成 す る も の で あ り 、 内 径 φ １ ． ２ ～ φ １ ． ３ ｍ ｍ 、 外 径 φ １ ． ９ ～ φ ２ ．
１ ｍ ｍ の 略 管 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ク リ ッ プ ２ を 閉 成 す る 動 作 を 行 う 前 の 待 機 状 態 で は 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 連 結 材 ３ の
先 端 部 に 外 嵌 さ れ た 状 態 で 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、 押 え 管 ４ に は 弾 性 的 に 変 形 し 、 押 え 管
４ の 外 周 方 向 に 突 没 自 在 に 設 置 さ れ 、 後 述 す る コ イ ル パ イ プ ８ （ 図 ２ （ Ａ ） 参 照 ） に 係 合
す る た め の 一 対 の 突 起 部 ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。 突 起 部 ４ ａ の 突 出 時 外 径 は 、 コ イ ル パ イ
プ ８ と の 係 合 を 考 慮 し て 、 φ ２ ． ２ ｍ ｍ 以 上 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 突 起 部 ４ ａ の 形 状 は 、 先 端 側 が ３ ０ ° 以 下 の 角 度 を 持 つ 傾 斜 面 、 基 端 側 は 垂 直 な
面 、 さ ら に こ の 傾 斜 面 と 垂 直 な 面 と の 間 を Ｒ 形 状 で 構 成 し て お り 、 後 述 の シ ー ス 部 ６ 内 か
ら 先 端 に 突 出 す る 時 に は 少 な い 力 量 で 押 出 し 、 か つ 、 突 出 後 に は 確 実 に コ イ ル パ イ プ ８ と
係 合 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 先 端 側 を 傾 斜 面 と す る こ と で 、 コ イ ル パ イ プ ８ と の 係
合 時 に 突 起 部 ４ ａ の 垂 直 な 面 に 加 わ る 力 を 効 果 的 に 受 け る こ と が で き る よ う に な っ て い る
。 な お 、 前 記 突 起 部 ４ ａ は 後 述 の コ イ ル パ イ プ ８ （ 図 ２ （ Ａ ） 参 照 ） と の 係 合 を よ り 安 定
さ せ る た め に 、 ３ 個 な い し ４ 個 以 上 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
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　 次 に 、 図 ２ に 示 す ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ （ Ａ ） に 示 さ れ て
い る よ う に 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ に は 可 撓 性 を 有 す る シ ー ス 部 ６ と 、 こ の シ ー ス 部 ６ 内 に
進 退 自 在 に 挿 入 さ れ た 操 作 部 材 と し て の 操 作 ワ イ ヤ ７ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 シ ー ス 部 ６ に は 、 押 え 管 ４ の 外 径 よ り も 大 き く 、 突 起 部 ４ ａ の 突 出 時 外 径 よ り も 小 さ い
コ イ ル パ イ プ ８ と 、 コ イ ル パ イ プ ８ に 接 続 さ れ 前 述 の 押 え 管 ４ の 外 径 よ り も 大 き な 内 径 を
持 つ コ イ ル シ ー ス ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 コ イ ル シ ー ス ９ の 手 元 側 に は 操 作 部 本 体 １
０ が 連 結 さ れ て い る 。 操 作 ワ イ ヤ ７ の 手 元 側 延 出 端 部 に は ス ラ イ ダ ー １ １ が 接 続 さ れ て い
る 。 ス ラ イ ダ ー １ １ は 操 作 部 本 体 １ ０ に 進 退 自 在 に 設 置 さ れ て お り 、 操 作 ワ イ ヤ ７ を シ ー
ス 部 ６ に 対 し 進 退 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 操 作 ワ イ ヤ ７ の 先 端 に は フ ッ ク 部 １ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 フ ッ ク 部 １ ２ は 、 バ ネ
性 の あ る 金 属 材 料 で 作 ら れ て お り 、 図 ２ （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 閉 塞 習 性
を 持 つ ２ 本 の 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ と 、 前 記 連 結 材 ３ の 円 柱 部 ３ ｃ を 挟 持 す る こ と に
よ り 、 前 記 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ と 係 合 す る 把 持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 弾 性 ア ー
ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ は 、 厚 さ ０ ． ２ ｍ ｍ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ 、 幅 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ で 、 外 表 面 が
直 径 φ １ ． ８ ｍ ｍ ～ ２ ｍ ｍ の 円 弧 状 の 形 状 を し て お り 、 長 さ を ４ ｍ ｍ ～ ８ ｍ ｍ と し て い る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 把 持 部 １ ２ ｃ 、 １ ２ ｄ の 内 側 に は 、 前 記 円 柱 部 ３ ｃ の 外 径 と 同 じ 径 を 持 つ 半 円 状
の 溝 １ ２ ｆ が 設 け ら れ て お り 、 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 閉 塞 力 に よ り 、 前 記 連 結 材 ３
の 円 柱 部 ３ ｃ に 圧 接 保 持 し や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 フ ッ ク 部 １ ２ の 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 基 端 部 に は 、 図 ２ （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） に
示 さ れ る よ う に 、 傾 斜 面 １ ２ ｅ が 設 け ら れ て い る 。 傾 斜 面 １ ２ ｅ の 角 度 は 、 連 結 材 ３ を フ
ッ ク 部 １ ２ か ら ス ム ー ズ に 取 り 外 す た め に 、 ３ ０ ° 以 下 に す る の が 望 ま し い 。 ま た 、 フ ッ
ク 部 １ ２ の 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ と 把 持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ は 、 よ り 強 度 を 出 す た め に
一 体 の バ ネ 部 材 で 構 成 す る の が 望 ま し い 。 ま た 、 フ ッ ク 部 １ ２ は 、 例 え ば ナ イ ロ ン な ど の
強 度 が 高 く 、 か つ 、 バ ネ 性 を 有 す る 樹 脂 を 成 形 す る こ と に よ り 製 作 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 第 １ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ に
取 り 付 け る に は 、 ま ず 図 ３ （ Ａ ） に 示 し た よ う に 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 先 端 側 に 押 し 出 す 操
作 に よ り 、 フ ッ ク 部 １ ２ を コ イ ル パ イ プ ８ か ら 突 き 出 し た 状 態 で 、 フ ッ ク 部 １ ２ に 先 端 側
か ら 連 結 材 ３ の 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ を 押 し 込 む 。 す る と 、 連 結 材 ３ の 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ 上 の 傾 斜
面 ３ ｆ に 、 フ ッ ク 部 １ ２ の 把 持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ の 先 端 側 内 面 が 突 き 当 た り 、 傾 斜 面 ３ ｆ
に 沿 っ て 把 持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ が 外 側 に 押 し 広 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 時 、 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ は 弾 性 的 に 変 形 す る 。 そ の 後 さ ら に 連 結 部 材 ３ を フ
ッ ク 部 １ ２ に 押 し 込 む と 、 把 持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ が 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ を 通 り 過 ぎ た と こ ろ で
、 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 閉 塞 力 に よ り 閉 塞 し 、 円 柱 部 ３ ｃ は 把 持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ
に 挟 持 さ れ る 。 こ の 時 、 連 結 材 ３ の 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ の 先 端 側 端 面 と 把 持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ
の 基 端 側 端 面 が 当 接 す る た め 、 矢 尻 フ ッ ク ３ ｃ は フ ッ ク 部 １ ２ ｃ か ら 抜 け な く な り 、 ク リ
ッ プ ユ ニ ッ ト １ は フ ッ ク 部 １ ２ に 把 持 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ の 後 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 押 え 管 ４ の 突 出 部 ４ ａ を す べ て 押 え 管 ４ 内 に 押 し
込 み な が ら 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 へ 引 き 込 む と 、 操 作 ワ イ ヤ ７ と フ ッ ク 部 １ ２ が コ イ
ル シ ー ス ９ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 こ の 時 、 押 え 管 ４ の 突 出 部 ４ ａ は 押 え 管 ４ 内 に 押 し 込 ま れ
て い る た め 、 コ イ ル パ イ プ ８ の 端 面 に 引 っ 掛 け る こ と な く ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ が コ イ ル シ
ー ス ９ 内 に 引 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 こ の 時 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の ク リ ッ プ ２ の 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ は 、 コ イ ル シ ー ス ９ の 内 径
に 合 わ せ て 閉 成 さ れ 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 し た よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ が コ イ ル シ ー ス ９
内 に 収 納 さ れ る 。 ま た こ の 時 、 押 え 管 ４ の 突 出 部 ４ ａ は コ イ ル シ ー ス ９ の 内 面 に 接 触 し て
い る た め 、 弾 性 的 に 変 形 し 、 押 え 管 ４ 内 に 収 納 さ れ た 状 態 を 保 つ 。 こ の 状 態 で 、 予 め 体 腔
内 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 介 し て シ ー ス 部 ６ を 体 腔 内 に 導 入 し 、 内 視 鏡 に
よ り 体 腔 内 を 観 察 し な が ら シ ー ス 部 ６ の 先 端 を 対 象 部 位 ま で 導 く 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 再 び 先 端 側 に 押 し 出 す 操 作 に よ り 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う
に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を コ イ ル パ イ プ ８ か ら 突 き 出 す 。 こ の 時 、 押 え 管 ４ の 突 起 部 ４ ａ
の 先 端 側 が 傾 斜 面 に な っ て い る た め 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ は ス ム ー ズ に か つ 抵 抗 な く 押 出
さ れ る 。 す る と 、 押 え 管 ４ の 突 出 部 ４ ａ は コ イ ル シ ー ス ９ の 内 面 と の 接 触 状 態 か ら 開 放 さ
れ 、 押 え 管 ４ か ら 外 周 方 向 に 突 出 す る 。 こ の 時 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ は フ ッ ク 部 １ ２ の 把
持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ に 把 持 固 定 さ れ て い る た め 、 フ ッ ク 部 １ ２ か ら 脱 落 し な い よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ の 後 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 再 び 基 端 側 に 引 き 込 む こ と に よ り 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 し た よ う
に 、 操 作 ワ イ ヤ ７ が 基 端 側 へ 引 か れ 、 押 え 管 ４ の 突 出 部 ４ ａ の 基 端 側 端 面 が コ イ ル パ イ プ
８ の 端 面 に 係 合 す る 。 そ の 後 さ ら に ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 に 引 く と 、 ク リ ッ プ ２ の 基 端
側 端 部 ２ ｃ の 楕 円 部 寸 法 Ｗ は 押 え 管 ４ の 内 径 寸 法 よ り 大 き い の で ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部
２ ｃ の 楕 円 部 が 押 え 管 ４ に 引 き 込 ま れ る こ と に よ り つ ぶ さ れ る 。 す る と 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示
さ れ る よ う に 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ が 外 側 方 向 に 大 き く 拡 開 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 状 態 で 、 目 的 の 生 体 組 織 を 挟 む よ う に ク リ ッ プ ２ を 誘 導 す る 。 そ し て 、 さ ら に ス ラ
イ ダ ー １ １ を 基 端 側 に 引 く こ と に よ り 、 操 作 ワ イ ヤ ７ を 後 退 さ せ る と ク リ ッ プ ２ の 腕 部 ２
ａ ， ２ ｂ が 押 え 管 ４ 内 に 引 き こ ま れ 、 図 １ （ Ｅ ） に 示 さ れ る よ う に ク リ ッ プ ２ の 腕 部 ２ ａ
， ２ ｂ が 閉 じ ら れ る 。 生 体 組 織 を ク リ ッ プ ２ の 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ 間 に 確 実 に 挟 み 込 ん だ 状 態
で 、 さ ら に ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 に 引 き 、 操 作 ワ イ ヤ ７ を 後 退 さ せ る と 、 ク リ ッ プ ２ の
連 結 材 ３ の 破 断 部 ３ ｄ が 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 破 断 し 、 ク リ ッ プ ２ は 連 結 材 ３ と の 係 合 を
解 か れ 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ は ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ か ら 離 脱 し て 生 体 組 織 を 把 持 し た ま ま
体 腔 内 に 留 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 例 え ば 、 体 腔 内 の 出 血 部 位 の 組 織 を ク リ ッ プ ２ の 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ 間 で 挟 み 込 ん で 圧 迫 し
、 そ の 状 態 の ま ま ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 留 置 す る こ と に よ っ て 、 出 血 部 位 の 血 管 を 圧 迫 し
出 血 を 止 め る こ と が で き る 。 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 留 置 後 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ を 鉗 子 チ
ャ ン ネ ル 内 か ら 抜 去 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ク リ ッ プ 装 置 に よ る 生 体 組 織 の 結 紮 は 大 抵 の 場 合 、 複 数 の ク リ ッ プ ２ の 結 紮 を 連 続 的 に
行 う こ と が 多 く 、 抜 去 後 す ぐ に 次 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を つ け る こ と が 多 い 。 本 実 施 形 態
で は 、 ２ 発 目 以 降 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 取 り 付 け る 場 合 に は 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ を 内
視 鏡 チ ャ ン ネ ル か ら 抜 去 後 、 ま ず 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 先 端 側 に 押 し 出 す よ う に し て 、 フ ッ
ク 部 １ ２ を コ イ ル シ ー ス ７ か ら 突 き 出 す 。 こ の 時 、 １ 発 目 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 連 結 部
材 ３ が フ ッ ク 部 １ ２ ｃ に 係 合 し た ま ま 残 っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の 状 態 で 、 ２ 発 目 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 連 結 部 材 ３ を そ の ま ま フ ッ ク 部 １ ２ の 先 端
側 か ら 押 し 込 む 。 す る と 、 フ ッ ク 部 １ ２ に 残 さ れ て い る １ 発 目 の 連 結 材 ３ が ２ 発 目 の 連 結
材 ３ に 押 さ れ 、 フ ッ ク 部 １ ２ の 基 端 側 へ 押 し 込 ま れ る 。 す る と 、 １ 発 目 の 連 結 材 ３ の 基 端
側 端 部 が フ ッ ク 部 １ ２ の 基 端 側 の 傾 斜 面 １ ２ ｅ に 突 き 当 た り 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 傾 斜 面
１ ２ ｅ に 沿 っ て 移 動 し 、 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ 間 か ら 押 し 出 さ れ 、 フ ッ ク 部 １ ２ ｃ か
ら 脱 落 し 、 １ 発 目 の 連 結 材 ３ の 取 り 外 し と 、 ２ 発 目 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 取 付 け が 同 時
に 完 了 す る 。 そ の 後 は 、 同 様 に し て ク リ ッ プ ２ の 結 紮 と 取 付 け を 連 続 し て 行 う こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の フ ッ ク
部 １ ２ へ の 取 付 け は 、 フ ッ ク 部 １ ２ へ ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 押 し 込 む だ け で 行 え 、 そ の 後
、 手 を 放 し て も フ ッ ク 部 １ ２ の 把 持 力 に よ り 脱 落 し な い た め 、 取 付 け が 簡 便 ・ 確 実 で あ る
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 そ の 後 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の シ ー ス 部 ６ 内 へ の 収 納 や 開 放 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト
１ の 結 紮 を 行 う に は 、 ス ラ イ ダ ー １ １ の み を 進 退 操 作 す れ ば 可 能 で あ り 、 ま た 、 ク リ ッ プ
２ を 再 装 填 す る 際 に は 、 ク リ ッ プ ２ の 取 付 け と 同 時 に 連 結 材 ３ の 取 り 外 し を す る こ と が で
き る た め 、 操 作 が 簡 便 で あ り 、 短 時 間 で 処 置 を 完 了 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 さ ら に ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を シ ー ス 部 ６ か ら 出 す 時 は ス ラ イ ダ ー １ １ を 押 す 、 ク リ ッ プ
ユ ニ ッ ト １ を 結 紮 す る 時 は 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 引 く 、 と い う よ う に ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の
進 退 方 向 と ス ラ イ ダ ー １ １ の 進 退 方 向 が 一 致 し 、 操 作 者 に 直 感 的 に 分 か り や す い 動 作 と な
る た め 、 誤 操 作 を 起 こ す 可 能 性 が 低 く な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の 構 成 が 単 純 で あ る た め 、 加 工 及 び 組 み 立 て が 容 易 で あ り 、
安 価 に 加 工 及 び 組 み 立 て を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ７ 及 び 図 ８ は 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ユ ニ
ッ ト １ の 押 え 管 ４ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の コ イ ル パ イ プ ８ が 異 な る だ け で 、 他 の 構 成 は 同
一 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 の コ イ ル パ イ プ １ ３ は 、 バ ネ 性 の あ る 金 属 製 の パ イ プ を 加 工 す る こ と に
よ り 成 形 さ れ る 。 コ イ ル パ イ プ １ ３ は 、 図 ７ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 略 筒 状 を
し て お り 、 先 端 側 に 内 径 の 小 さ い 小 径 部 １ ３ ａ 、 基 端 側 に 大 径 部 １ ３ ｂ が 設 け ら れ て い る
。 さ ら に 小 径 部 １ ３ ａ と 大 径 部 １ ３ ｂ と の 間 に は 、 傾 斜 部 １ ３ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 ま た
、 コ イ ル パ イ プ １ ３ に は 、 図 ７ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 先 端 側 か ら ４ 本 の ス リ ッ ト が 設
け ら れ て お り 、 ス リ ッ ト と ス リ ッ ト の 間 の 腕 部 １ ３ ｄ が 弾 性 的 に 変 形 し 小 径 部 １ ３ ａ の 径
を 自 在 に 縮 拡 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 押 え 管 １ ４ は 、 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 外 径 が 、 コ イ ル パ イ プ １
３ の 小 径 部 １ ３ ａ の 内 径 よ り も 大 き く 、 大 径 部 １ ３ ｂ の 内 径 よ り も 小 さ い 略 パ イ プ 状 の 形
状 を し て い る 。 ま た 、 基 端 側 に は 、 コ イ ル パ イ プ １ ３ の 小 径 部 １ ３ ａ の 内 径 よ り も 小 さ い
、 嵌 合 部 １ ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 第 ２ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ に 取
り 付 け る に は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に し て 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 先 端 側 に 押 し 出 し 、 フ ッ
ク 部 １ ２ を コ イ ル パ イ プ １ ３ か ら 突 き 出 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 連 結 材 ３ を フ ッ ク 部 １
２ に 押 し 込 ん で 、 把 持 固 定 す る 。 そ の 後 、 コ イ ル パ イ プ １ ３ の 腕 部 １ ３ ｄ を 弾 性 的 に 外 周
方 向 に 変 形 さ せ 、 コ イ ル パ イ プ １ ３ の 小 径 部 １ ３ ａ を 押 え 管 １ ４ の 外 径 よ り も 大 き い 径 ま
で 拡 開 さ せ な が ら 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 に 引 き 、 フ ッ ク 部 １ ２ と ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １
を シ ー ス 部 ６ 内 に 引 込 む 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 状 態 で 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に て 、 内 視 鏡 を 介 し て シ ー ス 部 ６ を 目 的 と す る 部 位
ま で 導 く 。 次 に 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 再 び 先 端 側 に 押 し 出 す 操 作 に よ り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト
１ を シ ー ス 部 ６ か ら 突 き 出 す 。 こ の 時 、 コ イ ル パ イ プ １ ３ の 傾 斜 部 １ ３ ｃ が ク リ ッ プ ユ ニ
ッ ト １ よ り 押 さ れ 、 コ イ ル パ イ プ １ ３ の 腕 部 １ ３ ｄ が 外 周 方 向 に 変 形 し 、 小 径 部 １ ３ ａ が
ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 押 え 管 １ ４ の 外 径 よ り 大 き く な る ま で 拡 開 す る た め 、 ク リ ッ プ ユ ニ
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ッ ト １ を シ ー ス 部 ６ か ら 外 に 突 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 押 え 管 １ ４ の 嵌 合 部 １ ４ ａ が コ イ ル パ イ プ １ ３ の 小 径 部 １ ３ ａ を 通 過 す る ま で ク リ ッ プ
ユ ニ ッ ト １ を 突 き 出 す と 、 コ イ ル パ イ プ １ ３ の 腕 部 １ ３ ｄ が 弾 性 的 に 復 元 し 、 コ イ ル パ イ
プ １ ３ の 小 径 部 １ ３ ａ が 元 の 径 ま で 縮 塞 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ の 後 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 再 び 基 端 側 に 引 込 む と 、 コ イ ル パ イ プ １ ３ の 小 径 部 １ ３ ａ と
押 え 管 １ ４ の 嵌 合 部 １ ４ ａ が 嵌 合 し 、 嵌 合 部 １ ４ ａ の 先 端 側 端 部 の 段 差 と コ イ ル パ イ プ １
３ の 先 端 側 端 面 が 当 接 し 、 押 え 管 １ ４ と コ イ ル パ イ プ １ ３ が 位 置 固 定 さ れ る 。 そ の 後 は 、
第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に し て ク リ ッ プ を 結 紮 す る こ と が で き る 。 第 ２ の 実 施 形 態 の 効 果 は
、 第 １ の 実 施 形 態 の 効 果 と 同 一 で あ る た め 、 記 載 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ ０ は 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ユ
ニ ッ ト １ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ と の 固 定 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の
連 結 材 ３ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の フ ッ ク 部 １ ２ の 形 状 が 異 な る の み で 、 他 の 構 成 は 同 一 で
あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 図 ９ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 金 属 製 ワ イ ヤ ー を 折 り 曲 げ て 連 結
材 ２ ０ を 成 形 し て あ る 。 連 結 材 ２ ０ の 基 端 側 は 辺 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ ， ２ ０ ｄ と 頂 点
２ ０ ｅ を 持 つ 五 角 形 状 に 折 り 曲 げ ら れ て お り 、 さ ら に 、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 し た よ う に 、 連 結
材 ２ ０ の 基 端 側 端 部 ２ ０ ｆ は 上 下 に ず ら し て 曲 げ 成 形 さ れ て い る 。 ま た 、 フ ッ ク 部 ２ １ は
、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 中 空 の パ イ プ 形 状 を し て お り 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う
に 、 連 結 材 ２ ０ の 五 角 形 状 の 折 り 曲 げ 部 の 幅 Ｗ （ 図 ９ （ Ａ ） 参 照 ） よ り も 大 き な 内 径 を 持
つ 大 径 部 ２ １ ｂ と 、 こ の 大 径 部 ２ １ ｂ よ り も 先 端 側 に 、 前 記 幅 Ｗ よ り も 小 さ い 内 径 を 持 つ
小 径 部 ２ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 連 結 材 ２ ０ を フ ッ ク 部 ２ １ の 先 端 側 か ら 押 し
込 む と 、 連 結 材 ２ １ の 五 角 形 状 の 折 り 曲 げ 部 の 辺 ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ が フ ッ ク 部 ２ １ の 小 径 部
２ １ ａ の 先 端 側 端 部 に 突 き 当 た り 、 辺 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｄ 間 の 幅 Ｗ が 小 径 部 ２ １ ａ の 径 よ り も
小 さ く な る ま で 五 角 形 状 の 折 り 曲 げ 部 の 頂 点 ２ ０ ｅ を 中 心 に 弾 性 的 に 変 形 、 縮 小 す る 。 そ
の 後 、 さ ら に 連 結 材 ２ ０ を 押 し 込 む と 、 五 角 形 状 の 折 り 曲 げ 部 は 小 径 部 ２ １ ａ を 通 り 抜 け
、 大 径 部 ２ １ ｂ 内 で 復 元 し 、 小 径 部 ２ １ ａ と 大 径 部 ２ １ ｂ の 段 差 に 係 合 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 そ の 他 、 第 ３ の 実 施 形 態 の 作 用 及 び 効 果 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 で あ る の で 、 記 載 を 省
略 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 １ １ 及 び 図 １ ２ は 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ
ユ ニ ッ ト １ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ と の 固 定 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １
の 連 結 材 ３ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の フ ッ ク 部 １ ２ の 形 状 が 異 な る の み で 、 他 の 構 成 は 同 一
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 図 １ １ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 材 ２ ２ は 金 属 製 の 板 材 よ り
加 工 さ れ た 第 １ 連 結 材 ２ ３ と 、 板 バ ネ 材 等 の 金 属 製 の 板 材 を 折 り 曲 げ 成 形 し た 第 ２ 連 結 材
２ ４ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ １ （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 連 結 材 ２ ３ の 先 端 側 に は 鉤 状 を し た 鉤 フ ッ ク ２ ３
ａ が 設 け ら れ て お り 、 ク リ ッ プ ２ と 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 第 １ 連 結 材 ２ ３ の
基 端 側 に は 第 ２ 連 結 材 と の 固 定 用 に Ｔ 字 状 の Ｔ フ ッ ク ２ ３ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ 連 結
材 ２ ４ に は 、 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 連 結 材 ２ ３ と の 固 定 用 の ス リ ッ ト 部 ２
４ ａ と フ ッ ク 部 ２ ５ と の 固 定 用 の 閉 塞 習 性 を 持 つ 腕 部 ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
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フ ッ ク 部 ２ ５ は 、 図 １ ２ に 示 し た よ う に 、 先 端 側 に 傾 斜 面 ２ ５ ａ を 持 つ 円 錐 形 状 を し て い
る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 連 結 材 ２ ２ を フ ッ ク 部 ２ ５ の 先 端 側 か ら 押
し 込 む と 、 フ ッ ク 部 ２ ５ の 傾 斜 面 ２ ５ ａ に 第 ２ 連 結 材 ２ ４ の 腕 部 ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ の 端 部 が
突 き 当 た り 、 腕 部 ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ が 傾 斜 面 ２ ５ ａ に 沿 っ て 弾 性 的 に 変 形 、 拡 開 し 、 さ ら に
押 し 込 む と 、 腕 部 ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｃ が 閉 塞 し 、 連 結 材 ２ ２ が フ ッ ク 部 ２ ５ に 係 合 固 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 そ の 他 、 第 ４ の 実 施 形 態 の 作 用 及 び 効 果 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 で あ る の で 、 記 載 を 省
略 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ ３ は 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １
と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ と の 固 定 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 連 結 材 ３
が 異 な る の み で 他 の 構 成 は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 第 ５ の 実 施 形 態 で は 、 図 １ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 連 結 材 ２ ５ は 前 述 の 第 １ 連 結 材 ２ ３ と
、 板 バ ネ 等 の 金 属 製 の 板 材 を 折 り 曲 げ 成 形 し た 第 ２ 連 結 材 ２ ６ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 第 ２ 連 結 材 ２ ６ は 、 板 材 の 両 端 を 鋭 角 に 折 り 曲 げ 、 さ ら に 板 材 の 中 心 を 半 円 形 状 に 折 り
曲 げ て 腕 部 ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ が 成 形 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ４ の 実 施 形 態 の 連 結 材 ２ ４ と 同 様
に 第 １ 連 結 材 ２ ３ と の 固 定 用 の ス リ ッ ト 部 ２ ６ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 次 に 第 ５ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 連 結 材 ２ ５ を フ ッ ク 部 １ ２ の 先 端 側 か ら 押 し 込
む と 、 フ ッ ク 部 １ ２ の 傾 斜 面 １ ２ ｅ に 第 ２ 連 結 材 ２ ６ の 端 部 が 突 き 当 た り 、 フ ッ ク 部 １ ２
の 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ が 弾 性 的 に 拡 開 し 、 か つ 、 第 ２ 連 結 材 ２ ６ の 腕 部 ２ ６ ｂ ， ２
６ ｃ が 弾 性 的 に 閉 縮 す る 。 そ の 後 、 さ ら に 連 結 材 ２ ５ を 押 し 込 む と 、 第 ２ 連 結 材 ２ ６ の 端
部 が フ ッ ク 部 １ ２ の 把 持 部 １ ２ ｃ ， １ ２ ｄ を 通 過 し た 所 で 、 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ 及
び 腕 部 ２ ６ ｂ ， ２ ６ ｃ が 復 元 し 、 係 合 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 フ ッ ク 部 １ ２ と 第 ２ 連 結 材 ２ ６ の 両 方 が 弾 性 的 に 変 形 、 復 元 す る
構 造 と す る こ と に よ り 、 双 方 の 部 材 の 変 形 量 を 少 な く す る こ と が で き る た め 、 弾 性 ア ー ム
部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 長 さ を 短 く で き 、 フ ッ ク 部 １ ２ の 進 退 力 量 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
ま た 、 弾 性 ア ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ が 短 く な る た め 、 強 度 が 高 く で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ の 他 の 第 ５ の 実 施 形 態 の 作 用 及 び 効 果 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 で あ る の で 、 記 載 を 省
略 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ ４ は 第 ６ の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ
ユ ニ ッ ト １ と ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ で 構 成 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ は 、 例 え ば 、 ポ
リ ア セ タ ー ル な ど の 滑 り 性 が 良 い 樹 脂 を 成 形 し て 製 造 さ れ る 。 ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ に は 、
ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の コ イ ル パ イ プ ８ の 外 径 よ り も 大 き い 大 径 孔 ３ １ が 設 け ら れ て お り 、
ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ は 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 連 結 材 ３ の 矢 尻 フ ッ ク ３ ｂ が 大 径 孔 ３ １ に
向 く よ う に 、 ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ 内 に 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ に は 、 前 記 大 径 孔 ３ １ の さ ら に 奥 に 、 コ イ ル パ イ プ ８ の 内 径 よ り も
小 さ く 、 押 え 管 ４ の 外 形 よ り も 大 き い 小 径 部 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ク リ ッ プ ユ ニ
ッ ト １ が 収 納 さ れ て い る 収 納 部 ３ ３ と 小 径 部 ３ ２ と の 間 に は 傾 斜 部 ３ ４ が 設 け ら れ て い る
。 こ の 傾 斜 部 ３ ４ は 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ が ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ か ら 引 き 出 さ れ る 時 に 、
前 述 の 押 え 管 ４ の 突 起 部 ４ ａ を 縮 小 す る た め に 設 け ら れ て い る 。 こ の 突 出 部 ４ ａ を ス ム ー
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ズ に 縮 小 さ せ る た め に 、 傾 斜 部 ３ ４ は ３ ０ ° 以 下 の 角 度 に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 次 に 第 ６ の 実 施 形 態 の 作 用 を 示 す 。 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 コ イ ル パ イ プ ８ を ク リ ッ
プ ケ ー ス ３ ０ の 大 径 孔 ３ １ に 差 し 込 ん だ 状 態 で 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 先 端 側 に 押 し 出 す 操 作
に よ り 、 フ ッ ク 部 １ ２ を ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ 内 に 突 き 出 す 。 す る と 、 連 結 材 ３ の 矢 尻 フ ッ
ク ３ ｂ は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に し て 、 フ ッ ク 部 １ ２ に 把 持 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ の 時 、 コ イ ル パ イ プ ８ と ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ は ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ に よ り 位 置 固 定 さ
れ て い る た め 、 フ ッ ク 部 １ ２ は 連 結 材 ３ に 真 っ 直 ぐ に 突 き 当 た り 、 特 に 位 置 決 め す る 必 要
な く 、 フ ッ ク 部 １ ２ と 連 結 材 ３ の 取 付 け が 確 実 に 行 わ れ る 。 そ の 後 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 基
端 部 側 に 引 く と 、 フ ッ ク 部 １ ２ に 把 持 固 定 さ れ て い る ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ も 基 端 側 に 引 か
れ 、 ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ の 大 径 孔 ３ １ の 方 に 引 か れ る 。 こ の 時 、 押 え 管 ４ の 突 起 部 ４ ｂ は
、 ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ の 傾 斜 面 ３ ４ に 突 き 当 た り 、 傾 斜 面 ３ ４ に 沿 っ て 弾 性 的 に 変 形 し 、
押 え 管 ４ 内 に 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 そ の 後 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ は ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ の 小 径 孔 ３ ２ を 通 っ て ク リ ッ プ 操 作
装 置 ５ の シ ー ス 部 ６ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 こ の 時 、 押 え 管 ４ の 突 出 部 ４ ａ は ク リ ッ プ ケ ー ス
３ ０ の 小 径 部 ３ ２ の 内 面 に 接 触 し 、 押 え 管 ４ 内 に 押 し 込 ま れ て い る た め 、 コ イ ル パ イ プ ８
の 端 面 に 引 っ 掛 る こ と な く ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ が コ イ ル シ ー ス ９ 内 に 引 き 込 ま れ る 。 さ ら
に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 各 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ も 傾 斜 部 ３ ４ に 沿 っ て 閉 成 さ れ る た め 、 図 ３
（ Ｃ ） に 示 し た よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ が シ ー ス 部 ６ 内 に ス ム ー ズ に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ と の 取 付 け は 、 ク リ ッ
プ 操 作 装 置 ５ の シ ー ス 部 ６ を ク リ ッ プ ケ ー ス ３ ０ の 大 径 孔 ３ １ に 差 し 込 み 、 ス ラ イ ダ ー １
１ を 一 回 前 後 に 進 退 さ せ る だ け で 完 了 し 、 フ ッ ク 部 １ ２ と 連 結 部 材 ３ の 位 置 決 め 作 業 と 押
え 管 ４ の 突 出 部 ４ ａ の 押 し 込 み 作 業 が な く な る の で 、 ク リ ッ プ 装 置 の 準 備 が よ り 一 層 、 簡
便 ・ 確 実 と な る 。 そ の 他 の 作 用 及 び 効 果 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 記 載 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 １ ５ ～ 図 １ ７ は 第 ７ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 図 １ ５ に 示 さ
れ る よ う な ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ４ ０ と 、 図 １ ６ に 示 さ れ る よ う な ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ で 構
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ４ ０ は 、 図 １ ５ （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に ク リ ッ プ ２ 、 連 結 材 ４ １ 、 一
対 の ス ラ イ ド 板 ４ ２ 、 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ 、 連 結 パ イ プ ４ ４ さ ら に 締 付 リ ン グ と し て の 押 え 管
４ ５ 、 ク リ ッ プ ２ を 収 納 す る ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ を 有 し て い る 。 ク リ ッ プ ２ は 第 １ の 実 施
形 態 の ク リ ッ プ ２ と 全 く 同 様 の 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 連 結 材 ４ １ は 、 金 属 製 の 板 材 を フ ォ ト エ ッ チ ン グ や プ レ ス 加 工 す る こ と に よ り 成 形 さ れ
る 。 こ の 連 結 材 ４ １ の 先 端 部 に は 、 図 １ ５ （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 鉤 状 の 鉤 フ ッ ク ４ １ ａ
が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 鉤 フ ッ ク ４ １ ａ を ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ に 引 っ 掛 け て ク リ
ッ プ ２ を 係 脱 可 能 に 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 連 結 材 ４ １ に は 、 後 述 の ス ラ イ ド
棒 ４ ３ を 貫 通 す る た め の ス リ ッ ト 部 ４ １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ は 、 樹 脂 な ど の あ る 程 度 軟 性 が あ り 、 切 断 可 能 な 素 材 を 成 形 す る こ と に
よ り 作 ら れ る 。 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ は 、 前 記 ス リ ッ ト 部 ４ １ 、 後 述 す る ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 小 孔
４ ２ ａ 、 押 え 管 ４ ５ の ス リ ッ ト 部 ４ ５ ｃ 、 連 結 パ イ プ ４ ４ の ス リ ッ ト 部 ４ ４ ａ 、 ク リ ッ プ
カ バ ー ４ ６ の 小 孔 ４ ６ ａ に 貫 通 で き る 外 径 で 、 ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ の 外 径 よ り 若 干 大 き い
長 さ を 持 つ 円 筒 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
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　 ス ラ イ ド 板 ４ ２ は 、 連 結 材 ４ １ と 同 様 に 金 属 製 の 板 材 を フ ォ ト エ ッ チ ン グ や プ レ ス 加 工
す る こ と に よ り 成 形 さ れ る 。 ス ラ イ ド 板 ４ ２ に は 連 結 材 ４ １ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ｂ と 同 様 に
、 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ を 貫 通 す る た め の 小 孔 ４ ２ ａ と 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ と の 連 結 用 の 大
径 孔 ４ ２ ｂ と 、 大 径 孔 ４ ２ ｂ に 繋 が る よ う に 配 置 さ れ た 小 径 孔 ４ ２ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 押 え 管 ４ ５ は 、 略 筒 状 を な し 、 押 え 管 ４ ５ の 外 径 は 先 端 側 の 大 径 部 ４ ５ ａ と 基 端 側 の 小
径 部 ４ ５ ｂ で 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 押 え 管 ４ ５ に は 、 連 結 材 ４ １ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ｂ と
同 様 に 、 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ が 貫 通 す る ス リ ッ ト 部 ４ ５ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 押 え 管 ４ ５ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ と の 連 結 用 の 連 結 パ イ プ ４ ４ は 、 略 筒 状 を な し 、 連
結 材 ４ １ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ｂ と 同 様 に ス ラ イ ド 棒 ４ ３ を 貫 通 す る た め の ス リ ッ ト 部 ４ ４ ａ
が 設 け ら れ て い る 。 ス リ ッ ト 部 ４ ４ ａ の 基 端 側 端 部 に は ス ラ イ ド 棒 １ ５ を 切 断 す る た め の
刃 ４ ４ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ク リ ッ プ ２ を 収 納 す る た め の ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ は 、 例 え ば 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） や
ポ リ エ チ レ ン な ど の 適 度 な 軟 性 を 持 つ 素 材 を 、 ク リ ッ プ ２ を 収 納 で き る 内 径 を 持 つ 筒 状 に
成 形 す る こ と で 作 ら れ る 。 ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ に は 、 連 結 材 ４ １ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ｂ と 同
様 に 、 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ を 貫 通 す る た め の 小 孔 ４ ６ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 従 っ て 、 図 １ ５ （ Ａ ） や 図 １ ５ （ Ｂ ） に 示 し た よ う な ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 状 態 に 組 み
立 て る に は 、 ま ず 、 ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ に 連 結 材 ４ １ の 鉤 フ ッ ク ４ １ ａ を 係 合 し
た 状 態 で 、 押 え 管 ４ ５ を ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ に 当 て 付 く ま で 連 結 材 ４ １ に 被 嵌 し
、 さ ら に 連 結 材 ４ １ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ａ の 先 端 側 端 部 に ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 小 孔 ４ ２ ａ が 一
致 す る 位 置 で 連 結 材 ４ １ を 一 対 の ス ラ イ ド 板 ４ ２ に 挟 持 さ せ た 状 態 で 、 連 結 パ イ プ ４ ４ の
ス リ ッ ト 部 ４ ４ ａ の 先 端 側 端 部 が 押 え 管 ４ ５ の ス リ ッ ト 部 ４ ５ ｃ の 先 端 側 端 部 に 一 致 す る
ま で 、 連 結 パ イ プ ４ ４ を 連 結 材 ４ １ 、 一 対 の ス ラ イ ド 板 ４ ２ 、 押 え 管 ４ ５ の 小 径 部 ４ ５ ｂ
に 被 嵌 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 こ の 状 態 で さ ら に ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ を ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ の 小 孔 ４ ６ ａ が 連 結 パ イ プ
４ ４ の ス リ ッ ト 部 ４ ４ ａ の 先 端 側 端 部 に 一 致 す る ま で ク リ ッ プ ２ に 被 嵌 さ せ た 状 態 で 、 ス
ラ イ ド 棒 ４ ３ を ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ の 小 孔 ４ ６ ａ 、 連 結 パ イ プ ４ ４ の ス リ ッ ト 部 ４ ４ ａ 、
押 え 管 ４ ５ の ス リ ッ ト 部 ４ ５ ｃ 、 ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 小 孔 ４ ２ ａ 、 さ ら に 連 結 材 ４ １ の ス リ
ッ ト 部 ４ １ ｂ に 貫 通 さ せ る こ と に よ り 、 ス ラ イ ド 板 ４ ２ と ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ が 連 結 し 、
連 結 材 ４ １ と 連 結 パ イ プ ４ ４ に 対 し て ス ラ イ ド 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に な り 、 ク リ ッ
プ ユ ニ ッ ト ４ ０ を 図 １ ５ （ Ａ ） や 図 １ ５ （ Ｂ ） に 示 し た よ う な 状 態 に 組 み 立 て る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ の 構 成 は 、 前 記 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の フ ッ ク 部
１ ２ が 異 な る だ け で 、 他 の 要 素 の 構 成 は 同 一 で あ る 。 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７
の フ ッ ク 部 ４ ８ は 図 １ ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 棒 状 体 の 先 端 部 側 に 凹 陥 状 の 切 り 欠 き 部
４ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 切 り 欠 き 部 ４ ９ の 底 面 に は 操 作 ワ イ ヤ ７ の 進 退 方 向 に 対 し て
垂 直 に ピ ン ５ ０ が 突 設 さ れ て い る 。 こ の ピ ン ５ ０ に は 円 形 の 頭 部 ５ １ と 、 こ の 頭 部 ５ １ よ
り も 小 径 の 小 径 部 ５ ２ と が 形 成 さ れ て い る 。 ピ ン ５ ０ の 頭 部 ５ １ は 図 １ ５ （ Ｃ ） に 示 さ れ
る ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 大 径 孔 ４ ２ ｂ よ り も 小 さ く 、 か つ 小 径 孔 ４ ２ ｃ よ り も 大 き く な っ て い
る 。 さ ら に 、 ピ ン ５ ０ の 小 径 部 ５ ２ は ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 小 径 孔 ４ ２ ｃ よ り も 小 さ い 寸 法 と
な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 次 に 、 第 ７ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 図 １ ７ （ Ａ ） に 示 さ れ て い る よ う に 、 ク リ ッ
プ ユ ニ ッ ト ４ ０ を ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ に 取 り 付 け る に は 、 ま ず 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 先 端
側 に 押 し 出 す 操 作 に よ り 、 フ ッ ク 部 ４ ８ を コ イ ル パ イ プ ８ か ら 突 き 出 す 。
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【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ し て 、 フ ッ ク 部 ４ ８ を ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ４ ０ の ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 大 径 孔 ４ ２ ｂ を 被 嵌
さ せ た の ち 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ４ ０ 全 体 を 先 端 側 に 引 く 。 す る と 、 ピ ン ５ ０ の 頭 部 ５ １ が
ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 小 径 部 ４ ２ ｃ に 係 合 す る 。 こ の 後 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 へ 引 き 込 む
操 作 に よ り 、 フ ッ ク 部 ４ ８ が シ ー ス 部 ６ 内 に 引 き 込 ま れ 、 連 結 パ イ プ ４ ４ が コ イ ル パ イ プ
８ に 突 き 当 た り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ４ ０ の 装 着 が 完 了 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ４ ０ の ク リ ッ プ ２ は あ ら か じ め 、 ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ に 収 納 さ れ て い
る た め 、 こ の ま ま 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 介 し て ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ４ ０ を 体 腔 内 に 導 入
し 、 対 象 部 位 ま で 導 く こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 次 に ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 に 引 く こ と に よ り 操 作 ワ イ ヤ ７ を 基 端 側 へ 後 退 さ せ る よ う
に 引 く と 、 ス ラ イ ド 板 ４ ２ 及 び ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 小 孔 ４ ２ ａ に 貫 通 さ れ た ス ラ イ ド 棒 ４ ３
が 引 か れ る 。 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ は ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ の 小 孔 ４ ６ ａ に も 貫 通 し て い る た め 、
ス ラ イ ド 棒 ４ ３ が 引 か れ る こ と に よ り ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ も ま た 基 端 側 に 引 か れ 、 ク リ ッ
プ ２ が ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ か ら 突 出 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 こ の 時 、 連 結 材 ４ １ は 、 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ が ス リ ッ ト 部 ４ １ ｂ を ス ラ イ ド す る た め 、 基 端
側 に 引 か れ る こ と な く そ の ま ま の 状 態 を 保 持 す る 。 そ の 後 、 さ ら に ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端
側 に 引 く と 、 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ は 、 連 結 材 ４ １ の ス リ ッ ト 部 ４ １ ｂ の 基 端 側 端 部 に 突 き 当 た
り 、 連 結 材 ４ １ も ま た 基 端 側 に 引 か れ る 。 す る と 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 ク リ
ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ が 押 え 管 １ ７ 内 に 引 き 込 ま れ る こ と に よ り つ ぶ さ れ 、 図 １ ７ （ Ｂ
） に 示 さ れ る よ う に 、 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ が 外 側 方 向 に 大 き く 拡 開 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ の 状 態 で 、 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に 、 目 的 の 生 体 組 織 に 誘 導 し 、 さ ら に ス ラ イ
ダ ー １ １ を 基 端 側 へ 引 く 。 す る と 、 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ は 連 結 パ イ プ ４ ４ の ス リ ッ ト 部 ４ ４ ａ
の 基 端 側 端 部 に 突 き 当 た る 。 そ の 後 さ ら に ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 に 引 く と 、 ス リ ッ ト 部
４ ４ ａ の 基 端 側 端 部 に 設 け ら れ た 刃 ４ ４ ｂ に よ り ス ラ イ ド 棒 ４ ３ が 切 断 さ れ 、 ス ラ イ ド 棒
４ ３ か ら ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ か ら 離 れ る 。 そ の ま ま ス ラ イ ダ ー １ １ を 引 き 続 け る と 、 ク リ
ッ プ ２ の 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ が 押 え 管 ４ ５ 内 に 引 き 込 ま れ 、 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ が 閉 じ ら れ 、 目 的
の 組 織 を 挟 み 込 む 。 こ の 状 態 で さ ら に ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 へ 引 く こ と に よ り 、 連 結 材
４ １ の 鉤 フ ッ ク ４ １ ａ が 変 形 し て 伸 び 、 ク リ ッ プ ２ は 連 結 材 ４ １ と の 係 合 を 解 か れ ク リ ッ
プ 操 作 装 置 ４ ７ か ら 離 脱 し て 生 体 組 織 を 把 持 し た ま ま 体 内 に 留 置 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 第 ７ の 実 施 形 態 の 効 果 は 、 ク リ ッ プ ２ が 予 め ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ に 収 納 さ れ て い る た め
、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 進 退 し て ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の 取 付 け 後 、 す ぐ に 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン
ネ ル に 挿 入 で き る た め 、 準 備 が 簡 便 に な る こ と で あ る 。 ま た 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 結 紮
す る 際 も 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 引 く だ け で 、 ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ か ら ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ が
突 出 し 、 そ の ま ま 結 紮 を 行 う こ と が で る た め 、 操 作 が 簡 便 に な る こ と で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 ス ラ イ ド 棒 ４ ３ を 切 断 す る 構 造 に す る こ と に よ り 、 連 結 パ イ プ ４ ４ の ス リ ッ ト 部
４ ４ ａ の 長 さ が ク リ ッ プ カ バ ー ４ ６ の 進 退 長 の み に な り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ４ ０ の 全 体 の
長 さ を 短 く で き 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ヘ の 挿 通 性 を 向 上 さ せ て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の 構 成 が 単 純 で あ る た め 、 加 工 及 び 組 み 立 て が 容 易 で あ り 、
安 価 に 加 工 及 び 組 み 立 て を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 １ ８ は 第 ８ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 図 １ ８ に 示 さ れ て い る
ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ と 第 ７ の 実 施 形 態 と 同 じ ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ で 構 成 さ れ て い る 。
ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 第 １ の 実 施 形 態 と 全 く 同 じ 形 状 の ク リ ッ プ ２ と 、 連 結 部 材 と し て
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の 連 結 材 ５ １ と ク リ ッ プ 締 付 リ ン グ の 押 え 管 ５ ２ と 、 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ３ で 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 連 結 材 ５ １ の 先 端 部 に は 、 図 １ ８ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 鉤 状 の 鉤 フ ッ ク ５ １ ａ が 形
成 さ れ て お り 、 ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ に 係 合 す る よ う に な っ て い る 。 一 方 、 連 結 材
５ １ の 基 端 側 に は 第 ７ の 実 施 形 態 の ス ラ イ ド 板 ４ ２ の 基 端 側 と 同 様 に 、 大 径 孔 ５ １ ｂ と 小
径 孔 ５ １ ｃ が 設 け ら れ て お り 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ と 着 脱 自 在 に 係 合 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ３ は 、 例 え ば 紙 な ど の よ う に 裂 け や す い 素 材 で 成 形 さ れ て お り 、 図 １
８ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ ２ を 閉 成 し た 状 態 で あ ら か じ め ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５
に 被 嵌 さ れ て い る 。 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ３ の 側 面 に は 、 ミ シ ン 目 状 の 切 り 目 ５ ３ ａ が 両 側 に
設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ へ の 取 付 け 及 び 体 腔 内 へ の 導 入 は 、 第 ７
の 実 施 形 態 と 同 様 に し て 行 う 。 体 腔 内 へ 導 入 後 、 ス ラ イ ダ ー １ １ を 基 端 側 に 引 く と 、 ク リ
ッ プ ２ の 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ は 大 き く 外 方 向 に 拡 開 す る 。 こ の と き ク リ ッ プ カ バ ー ５ ３ は 、 図
１ ８ （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 切 り 目 ５ ３ ａ に 沿 っ て 裂 け 、 脱 落 し 、 ク リ ッ プ ２ の 腕 部 ２
ａ ， ２ ｂ に よ り 目 的 部 位 を 結 紮 で き る 状 態 に な る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 そ の 他 の 作 用 及 び 効 果 は 第 ７ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る た め 、 記 載 を 省 略 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 １ ９ は 第 ９ の 実 施 の 形 態 を 示 す 。 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 図 １ ９ に 示 さ れ て い
る ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ と ク リ ッ プ カ バ ー ５ ４ と 前 述 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ で 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ４ は 、 例 え ば シ リ コ ン な ど の 柔 ら か い 樹 脂 を 成 形 す る こ と に よ り 製 作
さ れ て お り 、 図 １ ９ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ ２ を 閉 成 し た 状 態 で 、 ク リ ッ プ ユ
ニ ッ ト ５ ０ に あ ら か じ め 被 せ ら れ て い る 。 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ４ は 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル
よ り も 若 干 大 き な 外 径 を 持 つ 略 筒 状 を し て お り 、 先 端 側 が 塞 が れ て い る 。 ま た 、 先 端 側 外
表 面 は 、 内 視 鏡 へ の 挿 入 性 を 考 え て 、 球 状 に 成 形 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ へ の 取 付 け 及 び 体 腔 内 へ の 導 入 は 、 第 ７
の 実 施 形 態 と 同 様 に し て 行 う 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 内 視 鏡 へ の 導 入 後 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ 及 び ク リ ッ プ カ バ ー ５ ４ は 、 図 １ ９ （ Ｂ ） に
示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル か ら 体 腔 内 へ 飛 び 出 し た 状 態 に な っ て い る 。 こ
の 状 態 で 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ 全 体 を 基 端 側 に 引 く 。 す る と 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ は
内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 引 込 ま れ る 。 こ の と き ク リ ッ プ カ バ ー ５ ４ は 、 図 １ ９ （ Ｃ ） に
示 さ れ る よ う に 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 先 端 端 面 に 引 っ 掛 り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ か
ら 外 れ 脱 落 す る 。 こ の 状 態 で 、 再 び ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ 全 体 を 先 端 側 に 押 し 出 す こ と に
よ り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ を 結 紮 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 そ の 他 の 作 用 及 び 効 果 は 第 ７ の 実 施 形 態 と 同 一 の た め 、 記 載 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 図 ２ ０ は 第 １ ０ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 図 ２ ０ に 示 さ れ て い
る よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ と ク リ ッ プ カ バ ー ５ ５ と 前 述 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ で
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ５ は 、 例 え ば テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） な ど の 適 度 な 軟 性 を 持 つ 樹 脂 を 成
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形 す る こ と に よ り 製 作 さ れ る 。 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ５ は 、 図 ２ ０ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、
基 端 側 に ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ の 押 え 管 ５ ２ の 外 径 よ り も 若 干 小 さ い 外 径 を も つ 筒 状 の 固
定 部 ５ ５ ａ と 半 筒 状 の 断 面 形 状 を 持 ち 、 先 端 側 に 大 き く 拡 開 し た カ バ ー 部 ５ ５ ｂ が 設 け ら
れ て い る 。 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ５ は 、 図 ２ ０ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５
０ の 押 え 管 ５ ２ に 被 嵌 し た 状 態 で 圧 入 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ へ の 取 付 け は 第 ７ の 実 施 形 態 と 同 様 に し
て 行 う 。 取 付 け 後 、 図 ２ ０ （ Ｃ ） に 示 し た よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ の ク リ ッ プ ２ の
腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ を 被 嵌 す る よ う に ク リ ッ プ カ バ ー ５ ５ の カ バ ー 部 ５ ５ ｂ を 閉 成 し な が ら 、
内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 し 、 体 腔 内 へ 導 入 す る 。 導 入 後 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ が
鉗 子 チ ャ ン ネ ル か ら 突 出 し た 状 態 に さ せ る と 、 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ５ の カ バ ー 部 ５ ５ ｂ は 拡
開 形 状 に 成 形 さ れ て い る た め 、 自 動 的 に 拡 開 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ を 結 紮 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 そ の 他 の 作 用 及 び 効 果 は 第 ７ の 実 施 形 態 と 同 一 の た め 、 記 載 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 ２ １ は 第 １ １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 図 ２ １ に 示 さ れ て い
る よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ と ク リ ッ プ カ バ ー ５ ６ と 前 述 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ で
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ６ は 、 例 え ば オ ブ ラ ー ト な ど の 水 分 に 接 触 す る と 溶 解 す る 材 料 を 成 形
す る こ と に よ り 製 作 さ れ る 。 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ６ は 、 図 ２ １ に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ
２ を 閉 成 し た 状 態 で 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ に あ ら か じ め 被 嵌 さ れ て お り 、 内 視 鏡 の 鉗 子
チ ャ ン ネ ル よ り も 小 さ な 外 径 を も つ 略 筒 状 の 形 状 を し て い る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ の ク リ ッ プ 操 作 装 置 ４ ７ へ の 取 付 け 及 び 体 内 へ の 導 入 は 第 ７ の 実
施 形 態 と 同 様 に し て 行 う 。 導 入 後 、 体 腔 内 の 水 分 に 触 れ る と ク リ ッ プ カ バ ー ５ ６ は 溶 解 し
、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ５ ０ を 結 紮 で き る よ う に な る 。 ま た 、 体 腔 内 の 水 分 が 少 な い 場 合 に は
、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 水 を 送 り 、 ク リ ッ プ カ バ ー ５ ６ を 溶 解 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 そ の 他 の 作 用 及 び 効 果 は 第 ７ の 実 施 形 態 と 同 一 の た め 、 記 載 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 図 ２ ２ は 第 １ ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ２ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ０ は
、 ク リ ッ プ ６ １ と 、 ク リ ッ プ ６ １ に 被 嵌 し て 装 着 す る こ と に よ り ク リ ッ プ ６ １ を 閉 成 す る
押 え 管 ６ ２ と 、 前 述 の 連 結 材 ５ １ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ク リ ッ プ ６ １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 示 し た ク リ ッ プ ２ と ほ ぼ 同 様 の 形 状 を し て お り 、 図
２ ２ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ 、 略 楕 円 形 状 の 基 端 部 ２ ｃ 、 さ ら に 、 前 記
腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ と 前 記 基 端 部 ２ ｃ の 間 に 、 母 材 の 板 面 に 平 行 に 、 高 さ ０ ． ３ ｍ ｍ ～ ０ ． ５
ｍ ｍ の 突 起 部 ６ ３ ， ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。 突 起 部 ６ ３ ， ６ ４ は 、 図 ２ ２ （ Ｃ ） に 示 さ れ
る よ う に 、 三 角 形 状 を し て い る 。 押 え 管 ６ ２ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の 押 え 管 １ ４ と 同 様 の 形
状 を し て い る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 次 に 第 １ ２ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ を 体 腔 内 に 導 入 後 、 連 結
材 ５ １ を 基 端 側 に 引 く と 、 ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ が 押 え 管 ６ ２ 内 に 引 込 ま れ 、 ク リ
ッ プ ６ １ が 拡 開 す る 。 こ の と き 、 図 ２ ２ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ ６ １ の 突 起 部
６ ３ ， ６ ４ が 互 い に 係 合 し 、 ク リ ッ プ ６ １ は 拡 開 状 態 で 固 定 さ れ る 。 こ の 状 態 で 更 に 連 結
部 材 ５ １ を 基 端 側 に 力 強 く 引 く と 、 突 起 部 ６ ３ ， ６ ４ は 、 互 い の 傾 斜 面 ６ ３ ａ ， ６ ４ ａ に
沿 っ て ス ラ イ ド し 、 や が て お 互 い に 突 起 部 ６ ３ ， ６ ４ を 乗 り 越 え て 係 合 状 態 か ら 開 放 さ れ
、 さ ら に 連 結 材 ５ １ を 基 端 側 に 引 く こ と に よ り 、 ク リ ッ プ ６ １ を 閉 成 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 効 果 は 、 ク リ ッ プ ６ １ に 設 け ら れ た 突 起 部 ６ ３ ， ６ ４ が 、 ク リ ッ プ ６ １ が
最 大 開 き 状 態 で 一 旦 係 合 固 定 さ れ る た め 、 操 作 者 は 、 ク リ ッ プ ６ １ の 拡 開 状 態 を 気 に せ ず
、 ク リ ッ プ ６ １ が 係 合 固 定 す る ま で 連 結 材 ５ １ を 基 端 側 に 引 く だ け で 、 ク リ ッ プ ６ １ を 最
大 開 き 状 態 に で き る た め 、 操 作 が 簡 便 に な る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ま た 、 最 大 開 き 状 態 が 安 定 し て 保 た れ る た め 、 目 的 の 組 織 を 狙 い や す く 、 安 定 し て 組 織
の 結 紮 が 行 え る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 図 ２ ３ は 第 １ ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ２ ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ５ は
、 ク リ ッ プ ６ ６ と 、 前 述 の 押 え 管 ６ ２ と 、 前 述 の 連 結 材 ５ １ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ク リ ッ プ ６ ６ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 示 し た ク リ ッ プ ２ と ほ ぼ 同 様 の 形 状 を し て お り 、 図
２ ３ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ 、 略 楕 円 形 状 の 基 端 部 ２ ｃ 、 さ ら に 、 前 記
腕 部 ２ ａ ， ２ ｂ と 前 記 基 端 部 ２ ｃ の 間 に 高 さ 約 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ １ ． ５ ｍ ｍ 程 度 の 段 差 部 ６ ７
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 次 に 、 第 １ ３ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ５ を 体 腔 内 に 導 入 後 、
連 結 材 ５ １ を 基 端 側 に 引 く と 、 ク リ ッ プ ６ ５ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ が 押 え 管 ６ １ 内 に 引 込 ま れ
、 ク リ ッ プ ２ が 拡 開 す る 。 こ の と き 、 図 ２ ３ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ク リ ッ プ ６ ５ の 段
差 部 ６ ７ が 押 え 管 ６ １ の 先 端 側 端 面 に 係 合 し 、 ク リ ッ プ は 拡 開 状 態 で 固 定 さ れ る 。 こ の 状
態 で 更 に 連 結 材 ５ １ を 基 端 側 に 力 強 く 引 く と 、 段 差 部 ６ ７ が 変 形 し 押 え 管 ６ １ と の 係 合 状
態 か ら 開 放 さ れ 、 ク リ ッ プ ２ を 閉 成 す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 の 効 果 は 第 １ ２ の 実 施
形 態 と 同 一 の た め 、 記 載 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 図 ２ ４ は 第 １ ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ７ は 、 図 ２ ４ に 示 さ れ る よ う に
、 前 述 の ク リ ッ プ ２ と 、 押 え 管 ６ ８ と 、 前 述 の 連 結 材 ５ １ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 押 え 管 ６ ８ は 、 略 筒 状 を し て お り 、 外 面 の 形 状 は 第 ２ の 実 施 形 態 の 押 え 管 １ ４
と 同 一 で あ る 。 押 え 管 ６ ８ の 内 腔 に は 、 ク リ ッ プ ２ の 楕 円 部 寸 法 Ｗ よ り も 小 さ い 大 径 部 ６
８ ｂ と 、 こ の 大 径 部 ６ ８ ｂ よ り も 小 さ い 径 を 持 つ 小 径 部 ６ ８ ａ が 設 け ら れ て お り 、 小 径 部
６ ８ ａ と 大 径 部 ６ ８ ｂ の 間 に は 、 段 差 部 ６ ８ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 次 に 第 １ ４ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ７ を 体 腔 内 に 導 入 後 、 連
結 材 ５ １ を 引 く と 、 ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ が 押 え 管 ６ ８ 内 に 引 込 ま れ 、 ク リ ッ プ ２
が 拡 開 す る 。 こ の と き ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ が 段 差 部 ６ ８ ｃ に 当 接 し 、 ク リ ッ プ は
拡 開 状 態 で 固 定 さ れ る 。 こ の 状 態 で さ ら に 連 結 材 ５ １ を 基 端 側 に 力 強 く 引 く と 、 ク リ ッ プ
２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ が 押 え 管 ６ ８ の 段 差 部 ６ ８ ｃ を 乗 り 越 え て 引 か れ 、 ク リ ッ プ ２ を 閉 成
す る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 の 効 果 は 第 １ ２ の 実 施 形 態 と 同 一 の た め 、 記 載 を 省 略 す る
。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 図 ２ ５ は 第 １ ５ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 図 ２ ５ に 示 さ れ る よ
う に 、 前 述 の ク リ ッ プ ２ と 、 前 述 の 押 え 管 ６ ８ と 連 結 材 ６ ９ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 連 結 材 ６ ９ は 、 鉤 状 フ ッ ク ５ １ ａ の 基 端 側 に 円 形 も し く は 楕 円 形 の 突 起 部 ６ ９ ａ が 設 け
ら れ て い る 以 外 は 、 第 ９ の 実 施 形 態 の 連 結 材 ５ １ と 同 じ 形 状 を し て い る 。 連 結 材 ６ ９ の 突
起 部 ６ ９ ａ は 、 前 述 の 押 え 管 ６ ８ の 大 径 部 ６ ８ ａ よ り も 小 さ く 、 小 径 部 ６ ８ ｂ の 径 よ り も
若 干 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 従 っ て 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト ６ ７ を 拡 開 す る た め に 、 連 結 材 ６ ９ を 基 端 側 に 引 く と 、 連 結

10

20

30

40

50

(17) JP 2007-209775 A 2007.8.23



材 ６ ９ の 突 起 部 ６ ９ ａ が 押 え 管 ６ ８ の 段 差 部 ６ ８ ｃ に 当 接 し 、 ク リ ッ プ ２ が 拡 開 状 態 で 固
定 さ れ る 。 こ の 状 態 で さ ら に 連 結 材 ６ ９ を 力 強 く 引 く と 、 連 結 材 ６ ９ の 突 起 部 ６ ９ ａ が 変
形 し て 押 え 管 ６ ８ の 小 径 部 ６ ８ ａ 内 に 引 込 ま れ 、 ク リ ッ プ ２ が 閉 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の
効 果 は 第 １ ２ の 実 施 形 態 と 同 一 の た め 、 省 略 を 記 載 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 図 ２ ６ は 第 １ ６ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 装 置 は 、 図 ２ ６ に 示 さ れ る よ
う に 、 ク リ ッ プ ７ ０ と 、 前 述 の 押 え 管 ６ ８ と 前 述 の 連 結 材 ５ １ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ク リ ッ プ ７ ０ は 、 例 え ば 、 ニ ッ ケ ル チ タ ン な ど の 、 Ｓ Ｅ Ａ 合 金 （ Super Elastic Arroy
） の 薄 板 を 、 プ レ ス 加 工 等 に よ り 長 さ ４ ｍ ｍ ～ ４ ０ ｍ ｍ の リ ボ ン 状 に 加 工 し 、 さ ら に 、 リ
ボ ン の 長 手 方 向 の 中 心 部 を 、 図 ２ ６ に 示 さ れ る よ う に 、 く の 字 形 状 に 曲 げ 加 工 す る こ と に
よ り 成 形 さ れ る 。 従 っ て 、 ク リ ッ プ ７ ０ の 腕 の 長 さ Ｌ は ２ ｍ ｍ ～ ２ ０ ｍ ｍ と な る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ま た 、 こ の 時 、 ク リ ッ プ ７ ０ の 開 き 幅 Ｈ は 、 体 腔 内 の 組 織 を 結 紮 す る の に 十 分 な 開 き 幅
Ｈ は 、 ３ ｍ ｍ ～ ２ ５ ｍ ｍ に 曲 げ 加 工 さ れ る 。 リ ボ ン の 長 さ （ ＝ ク リ ッ プ の 腕 の 長 さ ） は ク
リ ッ プ ７ ０ の 開 き 幅 Ｈ に よ っ て 変 わ り 、 例 え ば 、 開 き 幅 Ｈ ＝ ３ ｍ ｍ の 時 に は 、 ク リ ッ プ ７
０ の 腕 の 長 さ Ｌ は ２ ｍ ｍ （ ＝ リ ボ ン 長 ４ ｍ ｍ ） 、 開 き 幅 １ ０ ｍ ｍ の 時 に は 、 ク リ ッ プ ７ ０
の 腕 の 長 さ Ｌ は ６ ｍ ｍ （ リ ボ ン 長 １ ２ ｍ ｍ ） 、 開 き 幅 Ｈ ＝ ２ ５ ｍ ｍ の 時 に は 、 ク リ ッ プ ７
０ の 腕 の 長 さ Ｌ は １ ５ ｍ ｍ と な る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 次 に 第 １ ６ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 体 腔 内 に 導 入 時 に 、 ク リ ッ プ ７ ０ は 、 内 視 鏡
の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 な 外 径 φ ３ ｍ ｍ 以 下 ま で 閉 成 し 、 導 入 さ れ る 。 導 入 後 、 ク リ
ッ プ ７ ０ は 、 体 腔 内 の 組 織 を 結 紮 す る の に 十 分 な 開 き 幅 ３ ｍ ｍ ～ ２ ５ ｍ ｍ ま で 拡 開 す る 必
要 が あ る が 、 ク リ ッ プ ７ ０ は 弾 性 域 の 広 い Ｓ Ｅ Ａ 合 金 で あ る た め 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ
ル に 挿 通 可 能 な 外 形 φ ３ ｍ ｍ の 閉 成 状 態 か ら 、 弾 性 的 に 元 の 形 状 ま で 復 元 し て 十 分 な 拡 開
状 態 と な り 、 組 織 を 結 紮 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 内 視 鏡 の 湾 曲 が き つ い 場 合 に は 、 ク リ ッ プ ７ ０ の 腕 部 は 、 あ る 程 度 の 硬 さ を も つ 硬 質 部
で あ る た め 、 ク リ ッ プ ７ ０ の 腕 の 長 さ Ｌ が ２ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 、 体 腔 内 へ の 導 入 の 際 に 、
内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 沿 っ て 進 む こ と が 難 し く な り 、 挿 入 抵 抗 が 大 き く な っ て し ま う
。 一 方 、 ク リ ッ プ ７ ０ の 腕 の 長 さ Ｌ が 、 ２ ｍ ｍ よ り 短 い 場 合 に は 、 深 部 の 組 織 を 結 紮 す る
こ と が で き ず 、 例 え ば 止 血 の 場 合 に は 、 深 部 血 管 が 結 紮 で き な い た め 、 十 分 な 止 血 効 果 を
得 る こ と が で き な い 。 ま た 、 消 化 管 出 血 に お け る 出 血 部 位 の 血 管 径 は φ １ ｍ ｍ ～ φ ３ ｍ ｍ
で あ る 場 合 が 多 く 、 ク リ ッ プ ７ ０ の 開 き 幅 Ｈ が ３ ｍ ｍ よ り 小 さ い 場 合 に は 、 血 管 を 結 紮 す
る こ と が 難 し く な る 。 ま た 逆 に 、 開 き 幅 Ｈ が ２ ５ ｍ ｍ を 超 え る と 、 ク リ ッ プ ７ ０ の 腕 部 の
間 に 挟 み 込 む 組 織 の 量 が 多 く な り す ぎ て 、 結 紮 力 量 が 少 な く な り 、 や は り 十 分 な 止 血 効 果
を 得 る こ と が で き な い 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 次 に 本 実 施 形 態 の 効 果 を 説 明 す る 。 ク リ ッ プ ７ ０ が Ｓ Ｅ Ａ 合 金 で あ る た め 、 内 視 鏡 の 鉗
子 チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 な 閉 成 状 態 か ら 、 体 腔 内 の 組 織 を 結 紮 す る の に 必 要 な 拡 開 状 態 ま
で 、 弾 性 的 に 復 元 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 体 腔 内 へ 導 入 後 、 ク リ ッ プ の 結 紮 時 に 、 ク
リ ッ プ の 開 き 幅 を 調 整 す る 必 要 が 無 く な り 、 操 作 が 簡 便 に な る 。 ま た 、 消 化 管 出 血 の 止 血
は 緊 急 を 要 す る 場 合 が 多 く 、 ク リ ッ プ を 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 で き る 状 態 に し た
ま ま 保 存 し て お き 、 い ざ と 言 う 時 に す ぐ に 使 え る よ う に あ ら か じ め 準 備 し て お く こ と が 多
い 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 ク リ ッ プ ７ ０ は 長 時 間 に 渡 っ て 、 φ ３ ｍ ｍ 以 下 の 閉 成 状 態 の ま
ま 保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 し か し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ７ ０ は Ｓ Ｅ Ａ 合 金 で あ る た め 、 長 時 間 の 閉 成 状 態 の 後 で
も 、 体 腔 内 の 組 織 を 結 紮 す る の に 必 要 な 拡 開 状 態 ま で 、 弾 性 的 に 確 実 に 復 元 す る こ と が で
き る 。 従 っ て 、 い ざ 使 用 し よ う と し た 時 に 欲 し い 開 き 幅 が 得 ら れ な い と い う こ と が な く な
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る 。 ま た 、 ク リ ッ プ が く の 字 形 状 で あ る こ と か ら 、 双 方 の 腕 が 一 直 線 上 に 配 置 さ れ て い る
た め 、 結 紮 時 に 腕 部 先 端 が ず れ る こ と な く 確 実 に 噛 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 図 ２ ７ は 第 １ ７ の 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ２ ７ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ユ
ニ ッ ト １ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ と の 固 定 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト １ の
連 結 材 ３ と ク リ ッ プ 操 作 装 置 ５ の フ ッ ク 部 １ ２ の 形 状 が 異 な る の み で 、 他 の 構 成 は 同 一 で
あ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 第 １ ７ の 実 施 形 態 で は 、 フ ッ ク 部 ８ ０ は 、 例 え ば 、 液 晶 ポ リ マ ー や ポ リ イ ミ ド な ど の 高
強 度 を 有 す る 樹 脂 を 成 形 加 工 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。 フ ッ ク 部 ８ ０ は 略 円 柱 形 状 を し
て お り 、 図 ２ ７ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 先 端 側 か ら ス リ ッ ト ８ ０ ａ が 設 け ら れ て い る た
め 、 ス リ ッ ト ８ ０ ａ の 両 側 に は 、 弾 性 的 に 変 形 可 能 な 腕 部 ８ ０ ｂ ， ８ ０ ｃ が 形 成 さ れ て い
る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 ま た 、 胸 部 ８ ０ ｂ ， ８ ０ ｃ の 先 端 側 に は 先 端 が 傾 斜 面 ８ ０ ｄ ， ８ ０ ｅ を 持 つ 半 円 錐 形 状
で 、 腕 部 ８ ０ ｂ ， ８ ０ ｃ の 外 径 よ り も 大 き な 外 径 を 持 つ 矢 尻 フ ッ ク ８ ０ ｆ ， ８ ０ ｇ が 設 け
ら れ て お り 、 腕 部 ８ ０ ｂ ， ８ ０ ｃ の 弾 性 変 形 に よ り 、 矢 尻 フ ッ ク ８ ０ ｆ ， ８ ０ ｇ の 外 径 が
縮 拡 可 能 な 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 ま た 、 連 結 材 ８ １ は 、 図 ２ ７ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 基 端 側 が 中 空 の パ イ プ 形 状 を し
て お り 、 前 述 の 連 結 材 ８ ０ の 矢 尻 フ ッ ク ８ ０ ｆ ， ８ ０ ｇ よ り も 大 き な 内 径 を 持 つ 大 径 部 ８
１ ｂ と 、 こ の 大 径 部 よ り も 基 端 側 に 、 前 述 の 矢 尻 フ ッ ク ８ ０ ｆ ， ８ ０ ｇ よ り も 小 さ な 内 径
を 持 ち 、 腕 部 ８ ０ ｂ ， ８ ０ ｃ よ り も 大 き な 内 径 を 持 つ 小 径 部 ８ １ ａ が 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 連 結 材 ８ １ の 先 端 側 に は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 鉤 フ ッ ク ８ １ ｃ が 設 け ら れ て お り
、 ク リ ッ プ ２ の 基 端 側 端 部 ２ ｃ に 引 っ 掛 け て ク リ ッ プ ２ を 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 次 に 、 第 １ ７ の 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。 連 結 材 ８ １ を フ ッ ク 部 ８ ０ の 先 端 側 か ら 押
し 込 む と 、 図 ２ ７ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 フ ッ ク 部 ８ ０ の 矢 尻 フ ッ ク ８ ０ ｇ ， ８ ０ ｆ の
傾 斜 面 ８ ０ ｄ ， ８ ０ ｅ が 連 結 材 ８ １ の 小 径 部 ８ １ ａ の 内 面 に 当 接 し 、 さ ら に 押 し 込 む こ と
に よ り 、 矢 尻 フ ッ ク ８ ０ ｇ ， ８ ０ ｆ の 外 径 が 傾 斜 面 ８ ０ ｄ ， ８ ０ ｅ に 沿 っ て 縮 小 す る 。 こ
の と き 腕 部 ８ ０ ｂ ， ８ ０ ｃ は 弾 性 的 に 変 形 す る 。 そ の 後 、 矢 尻 フ ッ ク ８ ０ ｇ ， ８ ０ ｆ が 連
結 材 ８ １ の 小 径 部 ８ １ ａ を 通 過 し た と こ ろ で 、 図 ２ ７ （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 腕 部 ８ ０
ｂ ， ８ ０ ｃ が 連 結 材 ８ １ の 大 径 部 ８ １ ｂ 内 で 復 元 し 、 矢 尻 フ ッ ク ８ ０ ｇ ， ８ ０ ｆ は 小 径 部
８ １ ａ と 大 径 部 ８ １ ｂ と の 段 差 に 係 合 固 定 さ れ る 。 そ の 他 、 第 １ ７ の 実 施 形 態 の 作 用 及 び
効 果 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 で あ る の で 、 記 載 を 省 略 す る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 図 ２ ９ ～ 図 ３ ４ は 第 １ ８ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト と ク リ ッ プ 操 作 装 置 に 関
す る 実 施 形 態 で あ る 。 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120は 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ユ
ニ ッ ト 1の 連 結 材 3を 変 更 し 、 押 え パ イ プ 122を 追 加 し た の み で 他 の 構 成 は 同 一 で あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 130は 、 図 33に 示 さ れ る よ う に 第 １ の 実 施 形 態 の ク リ ッ
プ 操 作 装 置 5の コ イ ル シ ー ス 9を 太 径 コ イ ル 135と 細 径 コ イ ル 136及 び 接 続 部 137で 構 成 し た
も の で あ る 。 さ ら に 、 操 作 ワ イ ヤ ７ 上 に は セ ン タ リ ン グ チ ュ ー ブ 131と 矢 尻 フ ッ ク 132と 固
定 用 チ ッ プ 133が 付 加 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120は 、 図 29に 示 し た よ う に 、 ク リ ッ プ 2、 押 え 管 4、 連 結 材 121及 び 押
え パ イ プ 122で 構 成 さ れ て い る 。 連 結 材 121の 先 端 側 に は 、 図 30及 び 図 31に 示 す よ う に 、 ク
リ ッ プ 2と 係 合 す る フ ッ ク 部 121aが 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 さ ら に 、 連 結 材 121の 基 端 側 に は 、 弾 性 ア ー ム 部 121b、 10° ～ 90° の 斜 面 部 121d、 後 述
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す る 矢 尻 フ ッ ク 132の 軸 部 132cよ り も 大 き い 内 径 を 持 つ 細 孔 部 121cが 設 け ら れ て い る 。 従
っ て 、 連 結 材 121の 基 端 側 か ら 矢 尻 フ ッ ク 132が 押 込 ま れ る こ と に よ り 弾 性 ア ー ム 部 121bが
変 形 拡 開 し 、 さ ら に 押 込 ま れ る と 細 孔 部 121cが 軸 部 132cを 把 持 す る 状 態 に な り 係 合 固 定 で
き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 ま た 、 連 結 材 121に は 外 径 が Φ 0.3～ Φ 0.6の 破 断 部 121eが 設 け ら れ て お り 、 図 29に 示 し
た ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120の 状 態 か ら 、 連 結 材 121を 基 端 側 に 牽 引 す る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ
2が 閉 成 さ れ 、 さ ら に 引 く と 破 断 部 121eが 2.5kg～ 4kg程 度 で 破 断 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 ま た 、 連 結 材 121に は 押 え 管 4の 内 径 よ り も 大 き く 突 出 し た 突 起 部 121fが 設 け ら れ て お り
、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120の 状 態 で は 押 え 管 4の 内 径 に 突 起 部 121fが 圧 入 さ れ る た め 、 押 え 管
4と 連 結 材 121が 軟 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 ま た 、 連 結 材 121に は 軸 部 121gが 設 け ら れ て お り 、 図 32に 示 す よ う に 、 押 え 管 4に 設 け ら
れ た 突 出 部 4aが 押 え 管 4の 内 部 に 突 没 す る 際 に 干 渉 し な い よ う に 外 径 Φ 0.6mm～ Φ 1mm程 度
の 円 柱 形 状 に な っ て い る 。 押 え パ イ プ 122は 、 押 え 管 4の 先 端 側 外 径 よ り も 大 き な 内 径 を 持
っ て お り 、 押 え 管 4の 先 端 側 に 被 嵌 す る よ う に 設 け ら て い る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 図 33及 び 図 34に 示 し た よ う に 、 コ イ ル シ ー ス 9は 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を 収 納 で き る 内
径 を 持 つ 太 径 コ イ ル 135と 操 作 ワ イ ヤ ７ の 外 径 よ り も 若 干 大 き な 内 径 を 持 つ 細 径 コ イ ル 136
、 前 記 太 径 コ イ ル 135と 細 径 コ イ ル 136を 接 続 す る 接 続 部 137で 構 成 さ れ て い る 。 接 続 部 137
は 操 作 ワ イ ヤ ７ の 外 径 よ り も 大 き く 、 固 定 用 チ ッ プ の 外 径 よ り も 小 さ な 内 径 を 持 っ て い る
。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 コ イ ル チ ッ プ 8は コ イ ル シ ー ス 9の 内 径 と 同 じ 内 径 を 持 つ 略 管 状 形 状 を し て い る 。 ま た 、
コ イ ル チ ッ プ 8は 硬 質 で あ る の に 対 し コ イ ル シ ー ス 9は 可 撓 性 を 持 っ て い る こ と か ら 、 可 撓
性 の 変 化 を よ り 少 な く す る た め 、 コ イ ル チ ッ プ 8の 長 さ を コ イ ル シ ー ス 9の 素 線 幅 に 対 し 、
0.5倍 ～ 3倍 程 度 の 長 さ と し て い る 。 ま た 、 コ イ ル チ ッ プ 8の 先 端 側 外 径 は 内 視 鏡 へ の 挿 入
性 を 考 慮 し て テ ー パ 状 に 縮 径 し て い る 。 コ イ ル チ ッ プ 8と コ イ ル シ ー ス 9は 特 別 な 嵌 合 構 造
無 し に 、 突 き 当 て た 状 態 で レ ー ザ ー 溶 接 な ど に よ り 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 ま た 、 前 記 矢 尻 フ ッ ク 132は 操 作 ワ イ ヤ 7の 先 端 に 固 定 さ れ て お り 、 先 端 側 に は 傾 斜 面 13
2aを 持 つ 円 錐 形 状 を し て い る 。 矢 尻 フ ッ ク 132の 最 大 外 径 は 連 結 材 121の 弾 性 ア ー ム 部 の 変
形 量 を 考 慮 し て Φ 1.0mm～ Φ 1.4mmと し て い る 。 ま た 、 傾 斜 面 132aは 連 結 材 121へ の 係 合 を
ス ム ー ズ に 行 う た め 、 30° 以 下 が 望 ま し い 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 矢 尻 フ ッ ク 132の 傾 斜 面 132aよ り 基 端 側 に は 、 傾 斜 面 132aの 最 大 外 径 よ り も 小 さ な 外 径
を 持 つ 軸 部 132cが 設 け ら れ て お り 、 傾 斜 面 132aと 軸 部 132cの 間 に 段 差 が 形 成 さ れ 、 連 結 材
121の 弾 性 ア ー ム 部 121bと 確 実 に 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 ま た 、 軸 部 132cの さ ら に 後 端 側 に は 、 垂 直 面 132dが 設 け ら れ て お り 、 太 径 コ イ ル 135内
に 収 納 さ れ た ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を 太 径 コ イ ル 135の 前 方 に 押 し 出 す 際 に 操 作 ワ イ ヤ 7に
加 え ら れ た 力 を 、 連 結 材 121に 効 率 良 く 伝 え る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 前 記 セ ン タ リ ン グ チ ュ ー ブ 131は 操 作 ワ イ ヤ 7よ り も 大 き な 内 径 、 前 記 コ イ ル パ イ プ 8及
び 太 径 コ イ ル 135の 内 径 よ り も 0.05mm～ 0.3mm程 度 小 さ い 外 径 を 持 っ て お り 、 操 作 ワ イ ヤ 7
の 先 端 側 ０ mm～ 300mm程 度 に 渡 っ て 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ 7に 被 覆 す る よ う な 状 態 で 設 け ら れ て
お り 、 前 記 矢 尻 フ ッ ク 132及 び 操 作 ワ イ ヤ 7上 に 設 け ら れ た 固 定 用 チ ッ プ 133に 接 着 や 圧 入
な ど に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ７ １ 】
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　 連 結 材 121は 液 晶 ポ リ マ ー や ナ イ ロ ン な ど の 強 度 が 高 く 、 適 度 な 弾 性 を 持 つ 樹 脂 を 射 出
成 形 す る こ と で 作 ら れ て い る 。 押 え パ イ プ 122は 、 ス テ ン レ ス 等 の 金 属 パ イ プ を 加 工 し て
作 ら れ て い る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 矢 尻 フ ッ ク 132及 び 固 定 用 チ ッ プ 133は ス テ ン レ ス な ど の 金 属 で 作 ら れ て い る 。 セ ン タ リ
ン グ チ ュ ー ブ 131は 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） や ポ リ エ チ レ ン な ど の 柔 軟 な 素 材 で 作 ら れ て
い る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 前 述 し た 第 １ ８ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 に 比 較 し て 、 １ 回 の 使 用 で 使 い 捨
て ら れ る ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120の 連 結 材 121を 樹 脂 製 の 弾 性 部 材 と し 、 繰 り 返 し 使 用 す る ク
リ ッ プ 装 置 本 体 の フ ッ ク 部 を 金 属 製 の 非 弾 性 部 材 と す る こ と で 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 130が
繰 り 返 し 使 用 さ れ た 場 合 に 壊 れ に く く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 ま た 、 押 え 管 4の 先 端 側 に 押 え パ イ プ 122を 被 嵌 す る こ と で 、 ク リ ッ プ 2を 押 え 管 4内 に 引
き 込 ん で 組 織 を 結 紮 す る 場 合 に 押 え 管 4の 先 端 部 の 変 形 ・ 破 壊 を 防 ぎ 、 確 実 に 結 紮 で き る
。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を 矢 尻 フ ッ ク 132に 取 付 け る 時 に は 、 ス ラ イ ダ ー
11を 操 作 し 、 操 作 ワ イ ヤ 7及 び 矢 尻 フ ッ ク 132を コ イ ル シ ー ス 9か ら 突 出 さ せ る 。 こ の と き
太 径 コ イ ル 135の 内 径 と 操 作 ワ イ ヤ 7の 外 径 と の 間 の 隙 間 は 、 セ ン タ リ ン グ チ ュ ー ブ 131に
よ り 埋 め ら れ て い る た め 、 太 径 コ イ ル 135が い か な る 湾 曲 形 状 で あ っ て も 、 操 作 ワ イ ヤ 7は
太 径 コ イ ル 135の 軸 中 心 に 位 置 す る 。 よ っ て 、 太 径 コ イ ル 135の 先 端 か ら 突 出 し た 矢 尻 フ ッ
ク 132も 太 径 コ イ ル 135の 軸 中 心 に 位 置 す る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 従 っ て 、 図 14に 示 さ れ る よ う な 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120が ク リ ッ プ ケ ー ス 30内 に 封 入 さ
れ 、 太 径 コ イ ル 135と ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120が 軸 を 合 わ せ て 位 置 決 め さ れ て い る 場 合 に 、 太
径 コ イ ル 135が い か な る 形 状 の 場 合 で も 矢 尻 フ ッ ク 132を 太 径 コ イ ル 135の 先 端 か ら 突 出 す
だ け で 、 矢 尻 フ ッ ク 132は 太 径 コ イ ル 135の 軸 中 心 に 位 置 す る た め 、 連 結 材 121と 確 実 に 係
合 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 い か な る 太 径 コ イ ル 135の 形 状 で も 確 実 に 軸 中 心 に 合
わ せ る た め に は 、 矢 尻 フ ッ ク 132の 極 近 傍 の 位 置 か ら 、 す く な く と も 20mm以 上 、 望 ま し く
は 50mm以 上 、 セ ン タ リ ン グ チ ュ ー ブ 121を 操 作 ワ イ ヤ 7上 に 被 覆 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 ま た 、 太 径 コ イ ル 135内 に 収 納 さ れ た ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を 太 径 コ イ ル 135の 前 方 に 突
出 す 際 に も 、 操 作 ワ イ ヤ 7が 太 径 コ イ ル 135内 を 蛇 行 し な い で 真 っ 直 ぐ に ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト
120を 押 せ る た め 、 よ り 少 な い 力 量 で 効 率 的 に ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を 突 出 す る こ と が で き
る 。 こ の よ う な コ イ ル シ ー ス 9と 操 作 ワ イ ヤ 7の 位 置 決 め や 突 出 力 量 の 軽 減 は 、 ク リ ッ プ 操
作 装 置 だ け で な く 、 ス ネ ア 、 バ ス ケ ッ ト 、 注 射 針 、 留 置 ス ネ ア な ど の シ ー ス 内 か ら 処 置 部
を 突 出 す る 処 置 具 す べ て に 同 様 の 効 果 が あ る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 ま た 、 固 定 用 チ ッ プ 133の 外 径 よ り も 接 続 部 137の 内 径 が 小 さ い た め 、 操 作 ワ イ ヤ 7を 引
い て 行 く と や が て 、 接 続 部 137と 干 渉 し 、 操 作 ワ イ ヤ 7が 必 要 以 上 に コ イ ル シ ー ス 134内 に
引 き 込 ま れ る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 ま た 、 コ イ ル チ ッ プ 8を 嵌 合 構 造 で は な く 、 突 き 当 て る の み で 溶 接 固 定 す る 構 造 と し た
た め 、 硬 質 部 を 短 く で き 、 内 視 鏡 へ の 挿 通 が 容 易 に な る 。 ま た 、 コ イ ル チ ッ プ 8と コ イ ル
シ ー ス 9の 加 工 も 簡 略 化 さ れ 、 安 価 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 図 ３ ５ は 第 １ ９ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 は 、 第 １ ８ の 実 施 形
態 の セ ン タ リ ン グ チ ュ ー ブ 131を 変 更 し た の み で 他 の 構 成 は 同 一 で あ る 。
【 ０ １ ８ １ 】
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　 す な わ ち 、 図 ３ ５ に 示 し た よ う に 、 第 １ ８ の 実 施 形 態 に 示 す セ ン タ リ ン グ チ ュ ー ブ 131
の 代 わ り に 、 セ ン タ リ ン グ チ ッ プ 140を 矢 尻 フ ッ ク 132の 基 端 側 端 部 か ら 、 ０ mm～ 10mmの 位
置 に １ つ 、 20～ 50mmの 位 置 に １ つ の 計 ２ つ 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に セ ン タ リ ン グ チ ッ
プ 140を 複 数 個 、 あ る 程 度 の 範 囲 に わ た っ て 設 け る こ と に よ り 、 安 定 し て 操 作 ワ イ ヤ 7の 位
置 決 め が 行 え る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 セ ン タ リ ン グ チ ッ プ 140は 例 え ば 、 金 属 の よ う な 硬 質 な 素 材 か ら 作 ら れ て お り 、 操 作 ワ
イ ヤ 7の 外 径 よ り も 大 き く 、 太 径 コ イ ル 135の 内 径 よ り も 小 さ い 外 径 を 持 つ 略 球 状 の 形 状 を
し て い る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 セ ン タ リ ン グ チ ッ プ 140は 、 液 晶 ポ リ マ ー や ナ イ ロ ン な ど の 硬 質 な 樹 脂 や シ リ コ ン や テ
フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） な ど の 軟 性 な 樹 脂 を 操 作 ワ イ ヤ 7上 に イ ン サ ー ト 成 形 な ど に よ り 成 形
し て も 良 い 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 作 用 及 び 効 果 は 、 第 １ ８ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 図 ３ ６ 及 び 図 ３ ７ は 第 ２ ０ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 １ ８ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 13
0の 操 作 部 150に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 操 作 部 150は 操 作 部 本 体 151、 ス ラ イ ダ ー 152、 操 作 パ イ プ 153、 ロ ッ ク 154、 ロ ッ ク バ ネ 1
55及 び ス ラ イ ダ バ ネ 156で 構 成 さ れ て い る 。 操 作 部 本 体 151に は 、 先 端 側 に コ イ ル シ ー ス 9
が 取 着 さ れ て い る 。 ス ラ イ ダ ー 152は 操 作 部 本 体 151に 紙 面 左 右 方 向 に ス ラ イ ド 自 在 に 設 け
ら れ て い る 。 ス ラ イ ダ ー 152に は 操 作 パ イ プ 153が 取 着 さ れ て お り 、 さ ら に 操 作 パ イ プ 153
に は 操 作 ワ イ ヤ 7が 取 着 さ れ て い る 。 ロ ッ ク 154は 操 作 部 本 体 151に 紙 面 の 上 下 方 向 に ス ラ
イ ド 自 在 に 設 け ら れ 、 ロ ッ ク バ ネ 155に よ り 常 に 紙 面 上 方 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 ス ラ イ ダ ー 152の 先 端 側 に は 鋭 角 な 角 度 （ 10° ～ 90° 程 度 の 角 度 )を 持 つ 斜 面 152aと 鈍 角
な 角 度 （ 斜 面 152aよ り も 大 き な 角 度 ） を 持 つ 斜 面 152bが 設 け ら れ て い る 。 ロ ッ ク 154の 内
径 は 前 記 ス ラ イ ダ ー 152の 斜 面 152aの 外 径 よ り も 大 き く な っ て い る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 次 に 、 第 20の 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 ス ラ イ ダ ー 152を 先 端 側 に ス ラ イ ド さ せ る と 、 ス ラ イ ダ ー 152の 斜 面 152aが ロ ッ ク 154の
内 径 の 基 端 側 端 面 154aに 突 当 る 。 こ の 状 態 で さ ら に ス ラ イ ダ ー 152を 先 端 側 に ス ラ イ ド さ
せ る と 、 ス ラ イ ダ ー 152の 斜 面 152aに よ り ロ ッ ク 154が 押 し 下 げ ら れ る 。 こ の と き 斜 面 152a
は 鋭 角 な 斜 面 で あ る た め 、 ロ ッ ク 154を 小 さ な 力 量 で 押 し 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 ス ラ イ ダ ー 152を さ ら に 先 端 側 に ス ラ イ ド さ せ る と 、 や が て ス ラ イ ダ ー 152の 斜 面 152aは
ロ ッ ク 154を 乗 り 越 え て 先 端 側 に 移 動 し 、 ロ ッ ク 154が ロ ッ ク バ ネ 155の 働 き に よ り 、 ス ラ
イ ダ ー 152の 細 径 部 152cに 当 接 し た 状 態 に な る 。 こ の と き ス ラ イ ダ ー 152は ス ラ イ ダ バ ネ 15
6に て 基 端 側 に 押 さ れ て い る が 、 斜 面 152bが 鈍 角 と な っ て い る た め 、 ロ ッ ク 154の 先 端 側 端
面 154bを 乗 り 越 え る 力 量 よ り も 、 ス ラ イ ダ バ ネ 156の 押 し 力 量 の 方 が 小 さ く し て あ る た め
、 ス ラ イ ダ ー 152が 一 時 固 定 さ れ た 状 態 に な る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 こ の 状 態 で 、 ス ラ イ ダ ー 152を 基 端 側 に 強 く 引 く と 、 ロ ッ ク 154は 斜 面 152bに よ り 押 し 下
げ ら れ 、 ス ラ イ ダ ー 152が ロ ッ ク 154か ら 抜 け る た め 、 ス ラ イ ダ ー 152を 固 定 状 態 か ら 開 放
す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ス ラ イ ダ ー 152の 先 端 側 に 角 度 の 異 な る ２ つ の 斜 面 152ａ ， 152bを
設 け た こ と に よ り 、 ロ ッ ク 154を 上 下 に ス ラ イ ド さ せ る 力 量 に 変 化 を 付 け る こ と が で き 、
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ス ラ イ ダ ー 152を 先 端 側 に 押 す だ け で 、 軽 い 押 込 み で ス ラ イ ダ ー 152を 固 定 で き 、 か つ 、 強
く 引 け ば 固 定 が 外 す こ と が で き る 。 従 っ て 、 特 別 に 固 定 の ON・ OFFボ タ ン な ど の 機 構 を 設
け る こ と な く 、 ス ラ イ ダ ー 152の 操 作 の み で ス ラ イ ダ ー 152自 体 の 固 定 ・ 解 除 を す る こ と が
で き 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120の 取 付 け ・ 取 外 し を 容 易 に か つ ス ピ ー デ ィ ー に 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 ま た 、 ス ラ イ ダ ー 152を 基 端 側 に 付 勢 す る ス ラ イ ダ バ ネ 156を 設 け た こ と に よ り 、 図 ３ ７
に 示 し た よ う に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を コ イ ル シ ー ス 9の 先 端 に 係 合 さ せ 、 目 標 と す る 生
体 組 織 へ の ア プ ロ ー チ を 行 っ て い る 間 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120の コ イ ル シ ー ス 9へ の 係 合 状
態 を 自 動 的 に 保 持 す る こ と が で き 、 安 定 し て 操 作 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 変 形 例 １ と し て 、 図 ３ ８ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク 154に 角 度 の 異 な る ２ つ の
斜 面 154a、 154bを 設 け て も 良 い 。 さ ら に 変 形 例 ２ と し て 、 図 ３ ９ に 示 す よ う に 、 ロ ッ ク 15
4を ス ラ イ ダ ー 152上 に 設 け 、 操 作 部 本 体 151に 角 度 の 異 な る ２ つ の 斜 面 151a、 151bを 設 け
て も 良 い 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の ス ラ イ ダ ー 固 定 機 構 は 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 だ け で な く 、 ス ネ ア 、 バ
ス ケ ッ ト 、 注 射 針 、 留 置 ス ネ ア な ど の シ ー ス 内 か ら 処 置 部 を 突 出 す る 処 置 具 す べ て に 同 様
の 効 果 が あ る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 図 ４ ０ ～ 図 ４ ３ は 第 ２ １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 第 １ ８ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ
ユ ニ ッ ト 120を 封 入 す る ク リ ッ プ ケ ー ス 160に 関 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 ク リ ッ プ ケ ー
ス 160は 、 図 ４ ０ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス 本 体 161と ケ ー ス 蓋 162の ２ つ の 部 品 で 構 成 さ れ て
い る 。 ケ ー ス 本 体 161と ケ ー ス 蓋 162は 、 例 え ば 、 ABS、 ポ リ ス チ レ ン な ど の 適 度 な 硬 さ が
あ り 、 か つ 透 明 な 樹 脂 を 射 出 成 形 し て 製 造 さ れ て い る 。 図 ４ １ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス 本 体
161の 内 面 に は 係 合 爪 161aが 全 ６ 箇 所 に 設 け ら れ て お り 、 ケ ー ス 蓋 162に 係 合 爪 161aと 対 応
し て 全 ６ 箇 所 に 渡 っ て 設 け ら れ た 係 合 孔 162aに 係 合 す る こ と に よ り 、 図 ４ ０ に 示 し た 状 態
に 組 み 立 て ら れ る 。 従 っ て 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を ケ ー ス 本 体 161及 び ケ ー ス 蓋 162の 間
に 配 置 し て か ら 組 み 立 て る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を ク リ ッ プ ケ ー ス 160内 に 封
入 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 ケ ー ス 本 体 161及 び ケ ー ス 蓋 162に は 、 紙 面 上 右 側 半 分 の 領 域 に 、 半 円 形 の 溝 161b、 162b
が 設 け ら れ て お り 、 端 面 に て テ ー パ 状 に 拡 径 し て い る 。 従 っ て 、 図 ４ ０ の よ う な 組 立 状 態
で は 、 図 ４ ２ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス 本 体 161の 半 円 溝 161bと ケ ー ス 蓋 162の 半 円 溝 162bに よ
り 、 円 形 孔 163が 形 成 さ れ る 。 円 形 孔 163は 、 前 述 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 130の コ イ ル シ ー ス 9
の 外 径 よ り も 大 き な 内 径 を 持 っ て い る 。 ま た 、 端 面 で は 円 形 孔 163の 内 径 よ り 、 1.5倍 か ら
3倍 程 度 の 径 ま で 漏 斗 状 に 拡 径 し た 漏 斗 部 163aを 形 成 し て い る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 ケ ー ス 本 体 161及 び ケ ー ス 蓋 162の 中 心 部 に は 、 図 ４ ３ に 示 す よ う に 、 前 述 の 円 形 孔 163
の 紙 面 上 左 側 に 、 コ イ ル パ イ プ 9の 内 径 よ り も 小 さ く 、 押 え 管 4の 外 径 よ り も 大 き い 小 径 部
164が 設 け ら れ て い る 。 小 径 部 164の さ ら に 左 側 に は 斜 面 部 165が 設 け ら れ て お り 、 連 結 材
格 納 部 166に 繋 が っ て い る 。 連 結 材 格 納 部 166に は 連 結 材 121の 弾 性 ア ー ム 部 が 矢 尻 フ ッ ク
の 挿 入 に よ り 変 形 し て も 干 渉 し な い 十 分 な 幅 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 連 結 材 格 納 部 166の さ ら に 左 側 に は 、 押 え 管 4の 外 径 よ り も 若 干 大 き な 内 径 を 持 つ 、 押 え
管 格 納 部 167が 設 け ら れ て い る 。 押 え 管 格 納 部 167の さ ら に 左 側 に は 、 ク リ ッ プ 2を 格 納 す
る ク リ ッ プ 格 納 部 168が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 ま た 、 円 形 孔 163上 で 、 小 径 部 164近 傍 に は 、 コ イ ル 固 定 ア ー ム 169及 び 170が 設 け ら れ て
い る 。 コ イ ル 固 定 ア ー ム は 図 ４ ２ に 示 す よ う に 、 円 形 孔 163内 径 方 向 に 0.1mm～ 0.5mm程 度
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突 出 し た コ イ ル 固 定 部 169a、 170aと 、 0.5mm～ 3mm程 度 の ア ー ム 部 169b、 170bに よ り 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 次 に 、 第 ２ １ の 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 ま ず 、 第 １ ８ ～ ２ ０ の 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 150の ス ラ イ ダ ー 152を 先 端 側 に 押 し
出 し 、 コ イ ル シ ー ス 9先 端 か ら 矢 尻 フ ッ ク 131を 突 出 す 。 こ の と き ス ラ イ ダ ー 152は ロ ッ ク 1
54に よ り 固 定 さ れ る 。 そ の 状 態 で コ イ ル シ ー ス 9の 先 端 を ク リ ッ プ ケ ー ス 160の 漏 斗 部 163a
か ら 円 形 孔 163へ 挿 入 す る 。 コ イ ル シ ー ス 9が コ イ ル 固 定 ア ー ム 169、 170に 達 す る と 、 コ イ
ル シ ー ス 9の 押 込 み 力 に よ り 、 ア ー ム 部 169b、 170bが 変 形 し て コ イ ル 固 定 部 169a、 170aが
広 が る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
　 こ の 状 態 で 、 コ イ ル シ ー ス 9の 先 端 側 端 部 が 円 形 孔 163と 小 径 部 164の 段 差 に 突 当 る ま で
コ イ ル シ ー ス 9を 押 込 む 。 こ の と き ア ー ム 部 169b、 170bは 弾 性 的 に 変 形 し て い る た め 、 復
元 力 に よ り コ イ ル シ ー ス 9が コ イ ル 固 定 部 169a、 170aに 挟 ま れ る た め 、 コ イ ル シ ー ス 9は ク
リ ッ プ ケ ー ス 160に 軟 固 定 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 コ イ ル シ ー ス 9が ク リ ッ プ ケ ー ス 160内 に 突 当 る ま で 押 込 む と き 、 矢 尻 フ ッ ク 131が コ イ
ル シ ー ス 8の 先 端 か ら 突 出 し て い る た め 、 矢 尻 フ ッ ク 131は ク リ ッ プ ケ ー ス 160の 小 径 部 164
を 通 過 し て 、 連 結 材 格 納 部 166に 押 込 ま れ る 。 こ の と き 、 円 形 孔 163と 押 え 管 格 納 部 167の
軸 中 心 が 合 わ せ て あ る た め 、 連 結 材 格 納 部 166に 配 置 さ れ て い る 連 結 材 121の 基 端 側 に 、 矢
尻 フ ッ ク 131が 確 実 に 押 込 ま れ 、 連 結 材 121と 矢 尻 フ ッ ク 131が 係 合 す る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 こ の と き 、 連 結 材 121に は 斜 面 部 121dが 設 け ら れ て い る た め 、 も し 矢 尻 フ ッ ク 131の 位 置
が 多 少 上 下 に ず れ た 場 合 で も 、 斜 面 部 121dに 当 接 し て 中 心 方 向 に 位 置 修 正 さ れ 、 確 実 に 係
合 す る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 ま た 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160が 透 明 な 素 材 で 製 造 さ れ て い る た め 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160内 の
ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120の 有 無 や 、 連 結 材 121と 矢 尻 フ ッ ク 131の 係 合 状 態 な ど を 目 視 に て 確
認 で き る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 連 結 材 121と 矢 尻 フ ッ ク 131の 係 合 を 確 認 後 、 ス ラ イ ダ ー 152を 基 端 側 に 引 く と 、 操 作 ワ
イ ヤ 7が 引 か れ 、 矢 尻 フ ッ ク 131及 び ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120が コ イ ル シ ー ス 9内 に 引 き 込 ま れ
る 。 こ の と き 、 押 え 管 4の 突 出 部 4aが ケ ー ス 本 体 161及 び ケ ー ス フ タ 162の 斜 面 部 165に 当 接
し 、 突 出 部 4aが 押 え 管 4内 部 方 向 に 押 込 ま れ 、 コ イ ル パ イ プ 8の 端 面 に 係 合 す る こ と な く 、
コ イ ル シ ー ス 9内 に 引 き 込 む こ と が で き る 。 そ の 後 、 コ イ ル シ ー ス 9を 強 く 引 き 、 ク リ ッ プ
ケ ー ス 160か ら 引 き 抜 く 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160を 、 ケ ー ス 本 体 161に ケ ー ス 蓋 162を 押 込 む だ
け で 組 み 立 て る こ と が で き 、 組 立 が 簡 単 で あ り 製 造 コ ス ト が 安 価 に で き る 。 ま た 、 コ イ ル
固 定 ア ー ム 169、 170を 設 け る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160と コ イ ル シ ー ス 9の 固 定 が で
き 、 コ イ ル シ ー ス 9と ク リ ッ プ ケ ー ス 160の 両 方 を 持 つ 必 要 が 無 く な り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト
120の 取 付 け が 簡 単 に 行 え る 。 さ ら に 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160を 透 明 な 素 材 で 構 成 し た こ と に
よ り 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160内 の ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120の 有 無 や 連 結 材 121と 矢 尻 フ ッ ク 131の
係 合 を 確 認 で き る よ う に し た こ と に よ り 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を 確 実 に 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 図 ４ ４ は 第 ２ ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 第 ２ １ の 実 施 形 態 の コ イ ル 固 定 ア ー
ム 169、 170を 無 く し 、 円 形 孔 163の 内 径 側 に 直 接 コ イ ル 固 定 用 の 突 起 180、 181を 設 け た も
の で あ る 。 コ イ ル シ ー ス 9の 固 定 は ア ー ム 部 169b、 170bの 変 形 の 代 わ り に 、 ケ ー ス 本 体 161
及 び ケ ー ス 蓋 162そ の も の の 弾 性 変 形 に よ り 固 定 を 行 う 。
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【 ０ ２ １ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア ー ム 部 を 設 け る 必 要 が な く な り 、 射 出 成 形 用 の 金 型 製 作 が 簡 便
に な る 。 他 の 効 果 は 第 ２ １ の 実 施 形 態 に 同 じ で あ る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 図 ４ ５ は 第 ２ ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 第 ２ １ の 実 施 形 態 の コ イ ル 固 定 ア ー
ム 169、 170の コ イ ル 固 定 部 169a、 170aを 無 く し 、 ア ー ム 部 169b、 170bを 円 形 孔 163の 内 径
向 き に 突 出 す る 角 度 に 設 け た も の で あ る 。 コ イ ル シ ー ス 9の 固 定 は 、 ア ー ム 部 169b、 170b
が 直 接 コ イ ル シ ー ス 9に 当 接 、 変 形 し コ イ ル シ ー ス 9の 固 定 を 行 う 。 本 実 施 形 態 の 効 果 は 、
第 ２ １ の 実 施 形 態 に 同 じ で あ る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 図 ４ ６ は 第 ２ ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 第 ２ １ の 実 施 形 態 の コ イ ル 固 定 ア ー
ム 169、 170を 無 く し 、 円 形 孔 163の 内 径 側 に シ リ コ ン な ど の 柔 ら か い 樹 脂 製 の Ｏ リ ン グ 182
を 設 け た も の で あ る 。 コ イ ル シ ー ス 9の 固 定 は 、 ア ー ム 部 の 変 形 の 代 わ り に 、 Ｏ リ ン グ 182
の 弾 性 変 形 に よ り 行 う 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 効 果 は 、 突 起 部 を 設 け る 必 要 が な く な り 、 射 出 成 形 用 の 金 型 製 作 が 簡 便 に
な る と と も に 、 Ｏ リ ン グ 182に よ り コ イ ル シ ー ス 8の 全 周 に 渡 り 固 定 さ れ る た め 、 固 定 力 量
が 安 定 す る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 図 ４ ７ ～ 図 ５ １ は 第 ２ ５ の 実 施 形 態 を 示 し 、 本 実 施 形 態 は 、 第 ２ １ ～ ２ ４ の 実 施 形 態 に
示 し た ク リ ッ プ ケ ー ス を 複 数 個 並 べ て 封 入 す る フ レ ー ム 170に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 フ レ ー ム 170に は ク リ ッ プ ケ ー ス 160が 挿 入 可 能 な 片 側 が 塞 が っ て い る ケ ー ス 挿 入 孔 171
を 計 12個 設 け ら れ て い る 。 フ レ ー ム 170の 全 体 の 大 き さ を 考 慮 す る と 、 ケ ー ス 挿 入 孔 171は
3個 ～ 24個 程 度 が 望 ま し い 。 ま た フ レ ー ム 170の 高 さ Ｈ は 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160の 高 さ よ り
も 大 き く 作 ら れ て い る 。 ク リ ッ プ ケ ー ス 160の ケ ー ス 挿 入 孔 171に は 、 図 ４ ９ に 示 す よ う に
、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160を 固 定 す る 固 定 用 突 起 171aが 設 け て あ り 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160を 挿 入
す る こ と に よ り 圧 入 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ク リ ッ プ ケ ー ス 160の 固 定 は 、 ク リ ッ
プ ケ ー ス 160上 の フ レ ー ム 170の 固 定 用 突 起 171aに 対 応 し た 位 置 に 係 合 用 の 溝 を 設 け る こ と
で 、 よ り 強 い 固 定 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 フ レ ー ム 170の ケ ー ス 挿 入 孔 171に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120が 封 入 さ れ た ク リ ッ プ ケ ー ス 1
60を 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 160の 漏 斗 部 164を ケ ー ス 挿 入 孔 171の 開 口 側 に 向 け た 状 態 で 押 込 む
。 ケ ー ス 挿 入 孔 171の 全 て に ク リ ッ プ ケ ー ス 160を 押 込 ん だ 後 、 図 ５ ０ 及 び 図 ５ １ に 示 す よ
う に 、 ケ ー ス 挿 入 孔 171を 塞 ぐ よ う に 、 シ ー ル 紙 172を ヒ ー ト シ ー ル す る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 こ の シ ー ル 紙 172は 、 各 ケ ー ス 挿 入 孔 171の そ れ ぞ れ を 独 立 し て 密 封 す る よ う に 碁 盤 の 目
状 に ヒ ー ト シ ー ル さ れ る 。 シ ー ル 紙 172は 滅 菌 ガ ス （ エ チ レ ン オ キ サ イ ド ガ ス ） を 通 過 す
る 素 材 で で き て お り 、 ま た ケ ー ス 挿 入 孔 171を ひ と つ ず つ 開 け ら れ る よ う に 、 碁 盤 の 目 状
の シ ー ル 部 172bに 沿 う よ う に 、 シ ー ル 紙 172上 に ミ シ ン 目 が 設 け ら れ て お り 、 ま た シ ー ル
紙 172の 一 部 が フ レ ー ム 170よ り は み 出 し た 状 態 で ピ ー ル 部 172aが 設 け ら れ て い る 。 こ の 状
態 で 、 エ チ レ ン オ キ サ イ ド ガ ス な ど に よ り 滅 菌 を 行 う 。 フ レ ー ム 170は 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン
を ブ ロ ー 成 形 し た り 、 ABSや ポ リ ス チ レ ン を 射 出 成 形 す る こ と に よ り 作 ら れ る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を ク リ ッ プ 操 作 装 置 5に 装 着 す る に は 、 前 述 の ピ ー ル 部 172aを 手 で
つ ま ん で 剥 が す 。 こ の と き シ ー ル 紙 172は ミ シ ン 目 に 沿 っ て 切 れ な が ら 剥 が れ る た め 、 使
用 し た い ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120が 封 入 さ れ た ケ ー ス 挿 入 孔 171の み 開 封 す る こ と が で き る 。
そ の 後 は 、 第 ２ １ の 実 施 形 態 と 同 様 に し て ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を ク リ ッ プ 操 作 装 置 5に 装
填 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
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　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 フ レ ー ム 170に ク リ ッ プ ケ ー ス 120を 封 入 す る こ と で 、 フ レ ー ム 17
0を 、 例 え ば 机 な ど の 作 業 台 の 上 に 安 定 し て 置 く こ と が で き 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 120を 持 つ こ
と な く 、 ク リ ッ プ 操 作 装 置 5を 持 っ て 操 作 す る だ け で 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 120を ク リ ッ プ 操
作 装 置 5に 装 填 す る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ー ル 紙 172に ピ ー ル 部 172aと ミ シ ン 目 を 設 け る
こ と に よ り 、 シ ー ル 紙 172を ケ ー ス 挿 入 孔 171に 対 応 し て 一 つ 一 つ 確 実 に 剥 が す こ と が で き
、 操 作 が 簡 便 に な る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 前 述 し た 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 構 成 が 得 ら れ る 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 （ 付 記 １ ） ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ を 閉 成
す る 締 付 リ ン グ と 、 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入 可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材 と
、 前 記 ク リ ッ プ と 締 付 リ ン グ と を 収 納 可 能 な 導 入 管 と 、 こ の 導 入 管 内 に 進 退 自 在 に 挿 通 さ
れ た 操 作 部 材 と 、 前 記 締 付 リ ン グ も し く は 導 入 管 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ 、 前 記 ク リ
ッ プ 及 び 締 付 リ ン グ が 前 記 導 入 管 の 前 方 に 突 出 し た 際 に 前 記 導 入 管 と 前 記 締 付 リ ン グ と を
係 合 さ せ 、 該 締 付 リ ン グ が 導 入 管 内 に 再 度 収 納 さ れ る こ と を 禁 止 す る 係 合 手 段 と を 具 備 す
る こ と を 特 徴 と す る 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 （ 付 記 ２ ） 前 記 係 合 手 段 を 前 記 締 付 リ ン グ に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ に 記 載
の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 （ 付 記 ３ ） 前 記 係 合 手 段 を 前 記 導 入 管 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ に 記 載 の 生
体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 （ 付 記 ４ ） 前 記 係 合 手 段 は 、 前 記 締 付 リ ン グ が 導 入 管 よ り 前 方 に 突 出 し た 際 に 締 付 リ ン
グ の 径 方 向 に 突 出 し 、 前 記 導 入 管 と 係 合 す る 突 起 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ に
記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ２ ５ 】
　 前 記 構 成 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ に 連 結 部 材 を 係 合 さ せ 、 さ ら に 締 付 リ ン グ を 被 嵌 し た 状 態
で 操 作 ワ イ ヤ に 取 着 す る 。 そ の 後 、 操 作 部 材 を 操 作 し ク リ ッ プ と 連 結 部 材 と 締 付 リ ン グ を
す べ て 導 入 管 内 に 収 納 し て 、 体 腔 内 へ 導 入 す る 。 導 入 後 、 操 作 部 材 を 操 作 し 、 ク リ ッ プ と
連 結 部 材 と 締 付 リ ン グ を 導 入 管 外 に 突 出 さ せ 、 導 入 管 と 締 付 リ ン グ を 係 合 さ せ る 。 そ の 後
、 再 び 操 作 部 材 を 操 作 し 、 締 付 リ ン グ を ク リ ッ プ に 被 嵌 さ せ 、 ク リ ッ プ を 結 紮 す る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 従 っ て 、 本 ク リ ッ プ 装 置 は 、 操 作 ワ イ ヤ の 進 退 操 作 だ け で 、 ク リ ッ プ を 導 入 管 内 に 収 納
し て ク リ ッ プ を 生 体 腔 内 に 挿 入 で き 、 さ ら に 、 操 作 部 材 と し て の 操 作 ワ イ ヤ の 進 退 操 作 だ
け で 、 収 納 し た ク リ ッ プ を 導 入 管 か ら 開 放 す る と 同 時 に 係 合 し 、 ク リ ッ プ を 結 紮 す る こ と
が で き る 。 こ の よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ の 進 退 の み で ク リ ッ プ 装 置 の 取 付 け 及 び 結 紮 操 作 が 行
え る た め 、 簡 便 で あ る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 （ 付 記 ５ ） 前 記 導 入 管 を 、 軟 性 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 可 撓 性 を 有 す る 部 材
で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 （ 付 記 ６ ） 前 記 操 作 部 材 を 、 軟 性 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 可 撓 性 を 有 す る ワ
イ ヤ で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 前 記 構 成 に よ れ ば 、 体 腔 内 へ の 導 入 を 軟 性 内 視 鏡 で 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 （ 付 記 ７ ） 前 記 ク リ ッ プ に 更 に 前 記 連 結 部 材 が 係 合 さ れ 、 か つ 前 記 締 付 リ ン グ が 前 記 連
結 部 材 に 嵌 着 さ れ た 状 態 で 、 こ れ ら ク リ ッ プ ， 締 付 リ ン グ ， 連 結 部 材 を 封 入 す る と と も に
、 前 記 締 付 リ ン グ の 前 記 導 入 管 へ の 収 納 を 可 能 に し た ク リ ッ プ ケ ー ス を 有 す る こ と を 特 徴
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と す る 、 付 記 項 １ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 （ 付 記 ８ ） 前 記 ク リ ッ プ ケ ー ス に 、 前 記 係 合 手 段 を 前 記 導 入 管 内 に 収 納 可 能 な 径 ま で 縮
径 さ せ る 縮 径 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置
。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 前 記 構 成 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ に 連 結 部 材 を 係 合 さ せ 、 締 付 リ ン グ を 被 嵌 し た 状 態 で 、 ク
リ ッ プ ケ ー ス 内 に 封 入 す る 。 そ の 後 、 導 入 管 を ク リ ッ プ ケ ー ス に 取 着 し 、 操 作 部 材 を 操 作
す る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ を 操 作 部 材 に 取 着 し 、 さ ら に 導 入 管 内 に 収 納 す る 。 こ の 時 、 締
付 リ ン グ に 設 け ら れ た 突 出 部 が ク リ ッ プ ケ ー ス に よ っ て 締 付 リ ン グ 内 に 格 納 さ れ 、 導 入 管
内 に 収 納 可 能 な 径 ま で 縮 小 さ れ 、 締 付 リ ン グ が 導 入 管 に 係 合 さ れ る こ と な く 、 導 入 管 内 に
収 納 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 （ 付 記 ９ ） ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ を 閉 成
す る 締 付 リ ン グ と 、 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入 可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材 と
、 前 記 ク リ ッ プ と 締 付 リ ン グ と を 先 端 に 取 付 け 可 能 な 導 入 管 と 、 こ の 導 入 管 内 に 進 退 自 在
に 挿 通 さ れ た 操 作 部 材 と 、 前 記 ク リ ッ プ を 、 内 視 鏡 に 挿 入 可 能 な 閉 成 状 態 か ら 生 体 組 織 を
結 紮 す る の に 必 要 な 拡 開 状 態 に 移 行 さ せ る こ と が 可 能 な 前 記 ク リ ッ プ 上 に 設 け ら れ た カ バ
ー と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 （ 付 記 １ ０ ） 前 記 カ バ ー が 基 端 側 に 後 退 す る こ と で 、 前 記 ク リ ッ プ が 該 カ バ ー か ら 開 放
さ れ て 拡 開 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ９ に 記 載 の 生 体 組 織
の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 （ 付 記 １ １ ） 前 記 カ バ ー が 先 端 側 に 前 進 し て 前 記 ク リ ッ プ か ら 脱 落 す る こ と で 、 前 記 ク
リ ッ プ が 該 カ バ ー か ら 開 放 さ れ て 拡 開 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ９ に 記 載 の
生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 （ 付 記 １ ２ ） 前 記 カ バ ー が 破 壊 さ れ る こ と で 、 前 記 ク リ ッ プ が 該 カ バ ー か ら 開 放 さ れ て
拡 開 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ９ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 （ 付 記 １ ３ ） 前 記 カ バ ー が 拡 開 さ れ る こ と で 、 前 記 ク リ ッ プ が 該 カ バ ー か ら 開 放 さ れ て
拡 開 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ９ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 （ 付 記 １ ４ ） 前 記 カ バ ー が 溶 解 さ れ る こ と で 、 前 記 ク リ ッ プ が 該 カ バ ー か ら 開 放 さ れ て
拡 開 状 態 に さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ９ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 （ 付 記 １ ５ ） 前 記 導 入 管 を 、 軟 性 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 可 撓 性 を 有 す る 部
材 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ９ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 （ 付 記 １ ６ ） 前 記 操 作 部 材 を 、 軟 性 内 視 鏡 を 介 し て 体 腔 内 に 導 入 可 能 な 可 撓 性 を 有 す る
ワ イ ヤ で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ９ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 前 記 構 成 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ を 連 結 部 材 に 係 合 さ せ 、 締 付 リ ン グ を 被 嵌 さ せ 、 さ ら に ク
リ ッ プ に カ バ ー を 被 嵌 さ せ た 状 態 で 操 作 部 材 に 取 着 し 、 体 腔 内 へ 導 入 す る 。 導 入 後 、 生 体
内 の 水 分 の 作 用 に よ り 、 ク リ ッ プ が 結 紮 で き る 拡 開 状 態 ま で カ バ ー を 移 行 さ せ る 。 そ の 後
操 作 ワ イ ヤ の 操 作 に よ り ク リ ッ プ を 締 め 付 け リ ン グ 内 に 引 込 み 、 ク リ ッ プ を 結 紮 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
　 従 っ て 、 本 ク リ ッ プ 装 置 は 、 ク リ ッ プ に 予 め 体 腔 内 へ の 導 入 用 カ バ ー が 設 け ら れ て い る
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た め 、 ク リ ッ プ を 取 り 付 け た 後 す ぐ に 体 腔 内 に 挿 入 で き る 。 そ の 後 、 操 作 ワ イ ヤ を 進 退 操
作 す る だ け で 、 ク リ ッ プ を 収 納 状 態 か ら 開 放 状 態 に す る こ と が で き 、 ク リ ッ プ を 結 紮 す る
こ と が 可 能 で あ る 。 こ の よ う に 、 取 付 け 後 す ぐ に 体 腔 内 へ 導 入 で き 、 結 紮 操 作 も 、 操 作 ワ
イ ヤ の 進 退 の み で 行 え る た め 、 簡 便 で あ る 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 （ 付 記 １ ７ ） ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ を 閉
成 す る 締 付 リ ン グ と 、 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入 可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材
と 、 先 端 に フ ッ ク を 有 す る 操 作 ワ イ ヤ と 、 前 記 連 結 部 材 が 前 記 フ ッ ク の 軸 方 向 に 対 し て 任
意 の 周 方 向 位 置 に あ る 際 に 、 前 記 連 結 部 材 も し く は 前 記 フ ッ ク の 少 な く と も 一 方 を 変 形 ，
復 元 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 連 結 部 材 と 前 記 フ ッ ク と を 係 合 さ せ る 変 形 手 段 と を 具 備 す る
こ と を 特 徴 と す る 、 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 （ 付 記 １ ８ ） 前 記 変 形 手 段 を 前 記 フ ッ ク に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ ７ に 記 載
の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 （ 付 記 １ ９ ） 前 記 変 形 手 段 を 前 記 連 結 部 材 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ ７ に 記
載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 （ 付 記 ２ ０ ） 前 記 変 形 手 段 を 前 記 連 結 部 材 と フ ッ ク と に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記
項 １ ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 （ 付 記 ２ １ ） 前 記 フ ッ ク に 、 閉 塞 習 性 を 有 す る 腕 部 と 、 前 記 連 結 部 材 の 基 端 部 を 把 持 固
定 す る た め の 把 持 部 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ
プ 装 置 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 （ 付 記 ２ ２ ） 前 記 連 結 部 材 に 、 閉 塞 習 性 を 有 す る 腕 部 と 、 前 記 フ ッ ク の 先 端 部 を 把 持 固
定 す る た め の 把 持 部 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ
プ 装 置 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 （ 付 記 ２ ３ ） 前 記 フ ッ ク に 先 端 側 が 小 径 の 内 腔 を 設 け る と 共 に 前 記 連 結 部 材 に 外 径 が 縮
拡 可 能 な 基 端 部 を 設 け 、 前 記 フ ッ ク と 連 結 部 材 と を 係 合 固 定 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と
す る 、 付 記 項 １ ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 （ 付 記 ２ ４ ） 前 記 連 結 部 材 に 先 端 側 が 小 径 の 内 腔 を 設 け る と と も に 、 前 記 フ ッ ク に 外 径
が 縮 拡 可 能 な 先 端 部 を 設 け 、 前 記 連 結 部 材 と フ ッ ク と を 係 合 固 定 可 能 に し た こ と を 特 徴 と
す る 、 付 記 項 １ ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 （ 付 記 ２ ５ ） 前 記 変 形 手 段 は 弾 性 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 １ ７ に 記 載 の 生
体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ５ ２ 】
　 前 記 構 成 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ に 連 結 部 材 を 係 合 さ せ 、 締 付 リ ン グ を 被 嵌 し た 状 態 で 、 連
結 部 材 を 操 作 部 材 に 取 着 さ れ た フ ッ ク に 周 方 向 の 位 置 を 合 わ せ る こ と な く 押 し 込 む 、 こ の
時 、 連 結 部 材 か フ ッ ク も し く は そ の 両 方 が 変 形 、 復 元 す る こ と に よ り 、 連 結 部 材 と フ ッ ク
が 係 合 す る 。 そ の 後 、 ク リ ッ プ を 体 腔 内 に 導 入 し 、 結 紮 す る 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 （ 付 記 ２ ６ ） 前 記 ク リ ッ プ に 更 に 前 記 連 結 部 材 が 係 合 さ れ 、 か つ 前 記 締 付 リ ン グ が 前 記
連 結 部 材 に 嵌 着 さ れ た 状 態 で 、 こ れ ら ク リ ッ プ ， 締 付 リ ン グ ， 連 結 部 材 を 封 入 す る と と も
に 、 前 記 連 結 部 材 と 前 記 フ ッ ク と の 係 合 を 可 能 に し た ク リ ッ プ ケ ー ス を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 、 付 記 項 １ ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
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　 前 記 構 成 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ に 連 結 部 材 を 係 合 さ せ 、 締 付 リ ン グ を 被 嵌 し た 状 態 で 、 ク
リ ッ プ ケ ー ス 内 に 封 入 す る 。 そ の 後 、 操 作 管 を ク リ ッ プ ケ ー ス に 取 着 し 、 操 作 部 材 を 操 作
す る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ を 操 作 部 材 に 取 着 す る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 従 っ て 、 本 ク リ ッ プ 装 置 は 、 連 結 部 材 が フ ッ ク の 進 退 軸 に 対 し て 任 意 の 周 方 向 位 置 に お
い て 、 連 結 部 材 を フ ッ ク に 押 し 込 む こ と に よ り 連 結 部 材 も し く は フ ッ ク が 弾 性 的 に 変 形 、
復 元 す る こ と に よ り 係 合 す る 。 こ の よ う に 、 連 結 部 材 と フ ッ ク の 向 き を 合 わ せ る こ と な く
連 結 部 材 と フ ッ ク を 係 合 す る こ と が で き る た め 、 連 結 部 材 の フ ッ ク ヘ の 取 付 け が 容 易 に 行
え る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 従 っ て 、 ク リ ッ プ の 取 付 け を 容 易 に す る ク リ ッ プ ケ ー ス に 、 予 め ク リ ッ プ を 封 入 す る こ
と に よ り 、 ク リ ッ プ の フ ッ ク ヘ の 取 付 け が 容 易 に な る 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 （ 付 記 ２ ７ ） ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ を 閉
成 す る 締 付 リ ン グ と 、 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入 可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材
と 、 前 記 ク リ ッ プ が 最 大 に 拡 開 し た 際 に 、 該 拡 開 状 態 を 一 旦 保 持 す る 保 持 手 段 と を 具 備 す
る こ と を 特 徴 と す る 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 （ 付 記 ２ ８ ） 前 記 保 持 手 段 を 前 記 ク リ ッ プ に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ ７ に 記
載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 （ 付 記 ２ ９ ） 前 記 保 持 手 段 を 前 記 締 付 リ ン グ に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ ７ に
記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 （ 付 記 ３ ０ ） 前 記 保 持 手 段 を 前 記 連 結 部 材 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ ７ に 記
載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ６ １ 】
　 （ 付 記 ３ １ ） 前 記 保 持 手 段 が 、 前 記 ク リ ッ プ の そ れ ぞ れ の 腕 に 設 け ら れ 互 い に 係 合 す る
段 差 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ６ ２ 】
　 （ 付 記 ３ ２ ） 前 記 保 持 手 段 が 、 前 記 ク リ ッ プ の そ れ ぞ れ の 腕 に 設 け ら れ 前 記 締 付 リ ン グ
と 係 合 す る 段 差 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ２ ７ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 前 記 構 成 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ に 連 結 部 材 を 係 合 し 、 締 付 リ ン グ を 被 嵌 し た 状 態 で 、 ク リ
ッ プ を 体 腔 内 導 入 す る 。 こ の 時 、 ク リ ッ プ は 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 状 態 に 閉 成 さ れ る 。 体 腔
内 へ 導 入 後 、 組 織 を 結 紮 で き る 状 態 ま で ク リ ッ プ を 拡 開 す る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
こ の 拡 開 状 態 は 、 目 的 と す る 組 織 に ね ら い を 定 め る ま で の 間 、 保 持 手 段 に よ り 保 持 さ れ る
。 そ の 後 、 ク リ ッ プ に 締 付 リ ン グ を 被 嵌 す る こ と に よ り 、 組 織 を 結 紮 す る 。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 従 っ て 、 ク リ ッ プ 結 紮 時 は ク リ ッ プ を 一 旦 開 き 、 結 紮 で き る 状 態 （ 最 大 開 き 状 態 ） を 保
持 す る 必 要 が あ る 。 本 ク リ ッ プ は 、 こ の 最 大 開 き 状 態 に て 一 旦 係 止 す る た め 、 操 作 が 簡 便
と な る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 （ 付 記 ３ ３ ） 超 弾 性 合 金 か ら な る ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に
よ り 該 ク リ ッ プ を 閉 成 す る 締 付 リ ン グ と 、 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入 可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ
と 係 合 す る 連 結 部 材 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 （ 付 記 ３ ４ ） 前 記 ク リ ッ プ の 中 央 部 分 を 曲 折 し 、 生 体 組 織 を 結 紮 可 能 な 開 き 幅 を 有 す る
腕 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ３ ３ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
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【 ０ ２ ６ ８ 】
　 （ 付 記 ３ ５ ） 前 記 ク リ ッ プ の 開 き 幅 を ３ ～ ２ ５ ｍ ｍ 、 腕 部 の 長 さ を ２ ～ ２ ０ ｍ ｍ と し た
こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ３ ３ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 （ 付 記 ３ ６ ） 前 記 ク リ ッ プ を 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 収 納 可 能 な 閉 塞 状 態 か ら 、 生
体 組 織 を 結 紮 可 能 な 拡 開 状 態 ま で 、 弾 性 的 に 変 形 ・ 復 元 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 付
記 項 ３ ３ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 （ 付 記 ３ ７ ） 前 記 ク リ ッ プ を 、 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に お け る 内 径 φ ３ ｍ ｍ 以 下 の 管
腔 に 収 納 可 能 な 閉 塞 状 態 か ら 、 生 体 組 織 を 結 紮 可 能 な 、 開 き 幅 が ３ ～ ２ ５ ｍ ｍ の 拡 開 状 態
ま で 、 弾 性 的 に 変 形 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項 ３ ３ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ
プ 装 置 。
【 ０ ２ ７ １ 】
　 （ 付 記 ３ ８ ） 前 記 ク リ ッ プ を 板 状 の 超 弾 性 合 金 に て 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 、 付 記 項
３ ３ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 前 記 構 成 に よ れ ば 、 ク リ ッ プ に 連 結 部 材 を 係 合 し 、 締 付 リ ン グ を 被 嵌 し た 状 態 で 、 ク リ
ッ プ を 体 腔 内 導 入 す る 。 こ の 時 、 ク リ ッ プ は 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 状 態 に 閉 成 さ れ る 。 体 腔
内 へ 導 入 後 、 ク リ ッ プ は 超 弾 性 合 金 で 構 成 さ れ て い る た め 、 弾 性 的 に 組 織 を 結 紮 で き る 状
態 ま で 拡 開 す る 。 そ の 後 、 ク リ ッ プ に 締 め 付 け リ ン グ を 被 嵌 す る こ と に よ り 、 組 織 を 結 紮
す る 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
　 従 っ て 、 ク リ ッ プ を 超 弾 性 合 金 で 構 成 し た た め 、 内 視 鏡 に 挿 通 可 能 な 閉 成 状 態 か ら 、 体
腔 内 の 組 織 を 結 紮 す る の に 必 要 な 拡 開 状 態 ま で 、 弾 性 的 に 復 元 す る た め 、 ク リ ッ プ の 拡 開
状 態 を 調 整 す る こ と な く 結 紮 が で き る た め 、 操 作 が 簡 便 と な る 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
　 （ 付 記 ３ ９ ） 軟 性 内 視 鏡 に 導 入 可 能 な 可 撓 性 を 有 す る 導 入 管 と 、 こ の 導 入 管 内 に 進 退 自
在 に 挿 通 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 操 作 部 材 と 、 可 撓 性 を 有 す る 位 置 決 め 手 段 で 、 前 記 操 作 部
材 上 に 設 け ら れ 、 前 記 操 作 部 材 を 前 記 導 入 管 の 軸 中 心 に 位 置 さ せ る 位 置 決 め 手 段 と を 具 備
す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
　 （ 付 記 ４ ０ ） 軟 性 内 視 鏡 に 導 入 可 能 な 可 撓 性 を 有 す る 導 入 管 と 、 こ の 導 入 管 内 に 進 退 自
在 に 挿 通 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 操 作 部 材 と 、 前 記 操 作 部 材 上 に 設 け ら れ 、 前 記 操 作 部 材 を
前 記 導 入 管 の 軸 中 心 に 位 置 さ せ る 複 数 の 位 置 決 め 手 段 と を 具 備 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ２ ７ ６ 】
　 （ 付 記 ４ １ ） 軟 性 内 視 鏡 に 導 入 可 能 な 可 撓 性 を 有 す る 導 入 管 と 、 こ の 導 入 管 内 に 進 退 自
在 に 挿 通 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 操 作 部 材 と 、 可 撓 性 を 有 す る 位 置 決 め 手 段 で 、 前 記 操 作 部
材 上 に 設 け ら れ 、 前 記 操 作 部 材 を 前 記 導 入 管 の 軸 中 心 に 位 置 さ せ る 位 置 決 め 手 段 と を 具 備
す る 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装 置 。
【 ０ ２ ７ ７ 】
　 （ 付 記 ４ ２ ） 軟 性 内 視 鏡 に 導 入 可 能 な 可 撓 性 を 有 す る 導 入 管 と 、 こ の 導 入 管 内 に 進 退 自
在 に 挿 通 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る 操 作 部 材 と 、 前 記 操 作 部 材 上 に 設 け ら れ 、 前 記 操 作 部 材 を
前 記 導 入 管 の 軸 中 心 に 位 置 さ せ る 複 数 の 位 置 決 め 手 段 と を 具 備 す る 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装
置 。
【 ０ ２ ７ ８ 】
　 付 記 ３ ９ ～ ４ ２ に よ れ ば 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト (ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 の 組 立
品 )を ク リ ッ プ 操 作 装 置 に 取 付 け る 時 、 ま ず 、 ス ラ イ ダ ー を 先 端 側 に 押 し て 、 矢 尻 フ ッ ク
を 突 出 す 。 そ し て 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 連 結 材 を 矢 尻 フ ッ ク に 押 込 む 。 こ の と き 矢 尻 フ ッ
ク は 位 置 決 め 手 段 （ セ ン タ リ ン グ チ ュ ー ブ ） に よ り 導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） 中 心 に 位 置 固
定 さ れ て い る 。 ま た こ の と き 連 結 材 は 弾 性 的 に 変 形 回 復 し 、 矢 尻 フ ッ ク に 係 合 す る 。 係 合
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後 、 締 付 リ ン グ （ 押 え 管 ） の 突 起 部 を 締 付 リ ン グ （ 押 え 管 ） 内 に 押 込 み な が ら ス ラ イ ダ ー
を 引 き 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を 導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） 内 に 引 き 込 む 。
【 ０ ２ ７ ９ 】
　 本 ク リ ッ プ 装 置 で は 、 ク リ ッ プ 取 付 け 、 取 り 外 し の 際 に 、 コ イ ル シ ー ス の 形 状 が い か な
る 場 合 で あ っ て も 、 操 作 ワ イ ヤ が コ イ ル シ ー ス の 軸 中 心 に 位 置 す る た め 、 ク リ ッ プ 取 付 け
、 取 外 し が 簡 便 で あ る 。 ま た 、 操 作 ワ イ ヤ の 不 要 な 蛇 行 を 無 く す こ と が で き る た め 、 ロ ス
な く 操 作 ワ イ ヤ の 押 し 出 し 行 え る 。
【 ０ ２ ８ ０ 】
　 こ の 効 果 は 、 ク リ ッ プ 装 置 の み な ら ず 、 ス ネ ア 、 バ ス ケ ッ ト 、 注 射 針 、 留 置 ス ネ ア な ど
の シ ー ス 内 か ら 操 作 部 材 を 突 出 す る 処 置 具 す べ て に 同 様 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ２ ８ １ 】
　 （ 付 記 ４ ３ ） 導 入 管 と 、 こ の 導 入 管 内 に 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ た 操 作 部 材 と 、 前 記 導 入 管
に 取 着 さ れ た 操 作 部 本 体 と 、 前 記 操 作 部 材 に 取 着 さ れ 、 該 操 作 部 材 を 前 記 導 入 管 に 対 し 進
退 操 作 す る ス ラ イ ダ ー と 、 前 記 操 作 部 本 体 も し く は 前 記 ス ラ イ ダ ー の 少 な く と も 一 方 に 設
け ら れ た 角 度 の 異 な る ２ つ の 斜 面 を 持 つ 斜 面 部 と 、 前 記 操 作 部 本 体 も し く は 前 記 ス ラ イ ダ
ー の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ 、 前 記 ス ラ イ ダ ー を 移 動 す る こ と に よ り 前 記 斜 面 部 と 係 合
す る 係 合 部 と を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 ０ ２ ８ ２ 】
　 付 記 ４ ３ に よ れ ば 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト （ ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 の 組 立 品 ） を
ク リ ッ プ 操 作 装 置 に 取 付 け る 時 、 ま ず 、 ス ラ イ ダ ー を 先 端 側 に 押 し て 、 矢 尻 フ ッ ク を 突 出
す 。 こ の と き 、 ス ラ イ ダ ー も し く は 操 作 部 本 体 の ど ち ら か に 設 け ら れ た 斜 面 部 に ス ラ イ ダ
ー が 係 合 し 操 作 部 本 体 と 軟 固 定 さ れ る 。 次 に 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を 矢 尻 フ ッ ク に 係 合 さ せ
、 押 え 管 の 突 起 部 を 押 え 管 内 に 押 込 み な が ら ス ラ イ ダ ー を 強 く 引 く 。 す る と 、 ス ラ イ ダ ー
の 固 定 が 斜 面 部 に よ り 外 れ 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を 導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） 内 に 引 き 込 む こ
と が で き る 。
【 ０ ２ ８ ３ 】
　 本 ク リ ッ プ 装 置 で は 、 ス ラ イ ダ ー の 固 定 を ス ラ イ ダ ー 自 身 の 進 退 操 作 の み で ス ラ イ ダ ー
の 固 定 ・ 解 除 が 可 能 で あ る た め 、 ク リ ッ プ の 取 付 け 、 取 外 し が 簡 便 か つ ス ピ ー デ ィ ー に 行
え る 。 ま た 特 別 に 固 定 解 除 機 構 を 設 け る 必 要 が 無 い た め 、 製 造 コ ス ト を 安 価 に す る こ と が
で き る 。
【 ０ ２ ８ ４ 】
　 （ 付 記 ４ ４ ） ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ を 閉
成 す る 締 付 リ ン グ と 、 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入 可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材
と 、 前 記 ク リ ッ プ と 締 付 リ ン グ と を 先 端 に 取 付 け 可 能 な 導 入 管 と 、 前 記 ク リ ッ プ に 前 記 連
結 部 材 が 係 合 さ れ 、 か つ 前 記 締 付 リ ン グ が 前 記 連 結 部 材 に 嵌 着 さ れ た 状 態 で 、 こ れ ら ク リ
ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 を 封 入 す る と と も に 、 こ れ ら ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部
材 を 前 記 導 入 管 内 に 収 納 可 能 な 位 置 に 前 記 導 入 管 を 固 定 す る 固 定 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 ０ ２ ８ ５ 】
　 （ 付 記 ４ ５ ） 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な ア ー ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４
４ に 記 載 の ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 ０ ２ ８ ６ 】
　 （ 付 記 ４ ６ ） 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な 突 起 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４ ４
に 記 載 の ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 ０ ２ ８ ７ 】
　 （ 付 記 ４ ７ ） 前 記 固 定 手 段 が 弾 性 的 に 拡 開 可 能 な 突 起 付 ア ー ム で あ る こ と を 特 徴 と す る
付 記 ４ ４ に 記 載 の ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 ０ ２ ８ ８ 】
　 （ 付 記 ４ ８ ） 前 記 固 定 手 段 が 軟 性 樹 脂 リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４ ４ に 記 載 の
ク リ ッ プ ケ ー ス 。
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【 ０ ２ ８ ９ 】
　 （ 付 記 ４ ９ ） 前 記 ク リ ッ プ ケ ー ス の 少 な く と も 一 部 を 透 明 も し く は 半 透 明 な 素 材 で 構 成
し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 ４ ４ ～ ４ ７ の い ず れ か に 記 載 の ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 ０ ２ ９ ０ 】
　 付 記 ４ ４ ～ ４ ９ に よ れ ば 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト （ ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 の 組 立
品 ） を ク リ ッ プ 操 作 装 置 に 取 付 け る 時 、 ま ず 、 ス ラ イ ダ ー を 先 端 側 に 押 し て 、 矢 尻 フ ッ ク
を 突 出 す 。 次 に 、 導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） を ク リ ッ プ ケ ー ス の 挿 入 孔 に 挿 入 す る 。 挿 入 孔
と ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト は 軸 を 合 わ せ て 位 置 決 め さ れ て い る
た め 、 矢 尻 フ ッ ク と ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト は 導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） を 押 込 む だ け で 係 合 す る
。 こ の と き 、 導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） は ク リ ッ プ ケ ー ス （ ク リ ッ プ ケ ー ス ） に 設 け ら れ た
導 入 管 固 定 手 段 に よ り ク リ ッ プ ケ ー ス に 軟 固 定 さ れ る 。
【 ０ ２ ９ １ 】
　 ク リ ッ プ ケ ー ス に コ イ ル シ ー ス 固 定 機 構 を 設 け る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ 取 付 け 時 に 、 ク
リ ッ プ ケ ー ス も し く は コ イ ル シ ー ス の ど ち ら か 一 方 を 保 持 す れ ば 良 く 、 ク リ ッ プ 取 付 け が
簡 便 に 行 え る 。
【 ０ ２ ９ ２ 】
　 ク リ ッ プ ケ ー ス を 透 明 も し く は 半 透 明 な 素 材 と す る こ と で 、 ク リ ッ プ ケ ー ス 内 に 封 入 さ
れ た ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 有 無 、 連 結 材 と フ ッ ク の 係 合 状 態 を 目 視 に て 確 認 で き る た め 、 ク リ
ッ プ ユ ニ ッ ト の ク リ ッ プ 装 置 へ の 取 付 け を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ２ ９ ３ 】
　 （ 付 記 ５ ０ ） ク リ ッ プ と 、 こ の ク リ ッ プ に 嵌 着 し て 装 着 す る こ と に よ り 該 ク リ ッ プ を 閉
成 す る 締 付 リ ン グ と 、 こ の 締 付 リ ン グ 内 に 挿 入 可 能 で 、 前 記 ク リ ッ プ と 係 合 す る 連 結 部 材
と 、 前 記 ク リ ッ プ と 締 付 リ ン グ と を 先 端 に 取 付 け 可 能 な 導 入 管 と 、 前 記 ク リ ッ プ に 前 記 連
結 部 材 が 係 合 さ れ 、 か つ 前 記 締 付 リ ン グ が 前 記 連 結 部 材 に 嵌 着 さ れ た 状 態 で 、 こ れ ら ク リ
ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 を 封 入 す る と と も に 、 前 記 ク リ ッ プ と 、 前 記 締 付 リ ン グ 上 に
設 け ら れ た 係 合 手 段 と を 前 記 導 入 管 内 に 収 納 可 能 な 閉 成 状 態 に す る 斜 面 部 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る ク リ ッ プ ケ ー ス 。
【 ０ ２ ９ ４ 】
　 付 記 ５ ０ に よ れ ば 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト （ ク リ ッ プ 、 締 付 リ ン グ 、 連 結 部 材 の 組 立 品 )を
ク リ ッ プ 操 作 装 置 に 取 付 け る 時 、 ま ず 、 ス ラ イ ダ ー を 先 端 側 に 押 し て 、 矢 尻 フ ッ ク を 突 出
す 。 次 に 、 導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） を ク リ ッ プ ケ ー ス の 挿 入 孔 に 挿 入 す る 。 挿 入 孔 と ク リ
ッ プ ユ ニ ッ ト は 軸 を 合 わ せ て 位 置 決 め さ れ て い る た め 、 矢 尻 フ ッ ク と ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト は
導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） を 押 込 む だ け で 係 合 す る 。 こ の 状 態 で 、 ス ラ イ ダ ー を 引 く と 、 ク
リ ッ プ ユ ニ ッ ト が 引 か れ 、 ク リ ッ プ ケ ー ス に 設 け ら れ た 斜 面 部 に よ り 締 付 リ ン グ （ 押 え 管
） の 係 合 手 段 （ 突 起 部 ） が 押 込 ま れ 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト が 導 入 管 （ コ イ ル シ ー ス ） 内 に ス
ム ー ズ に 収 納 で き る 。
【 ０ ２ ９ ５ 】
　 （ 付 記 ５ １ ） 前 記 連 結 部 材 を 樹 脂 製 の 弾 性 部 材 と し 、 前 記 操 作 部 材 先 端 に 設 け ら れ た フ
ッ ク を 金 属 製 の 非 弾 性 部 材 と し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 １ に 記 載 の 生 体 組 織 の ク リ ッ プ 装
置 。
【 ０ ２ ９ ６ 】
　 １ 回 の 使 用 で 使 い 捨 て る ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 連 結 材 を 耐 久 性 の 低 い 樹 脂 製 の 弾 性 部 品 と
し 、 繰 り 返 し 使 用 す る ク リ ッ プ 装 置 の フ ッ ク を 耐 久 性 の あ る 金 属 性 の 非 弾 性 部 品 と す る こ
と で 、 装 置 の 耐 久 性 を 高 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ９ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 側 面 図 、 （
Ｂ ） は ク リ ッ プ の 側 面 図 、 （ Ｃ ） は 連 結 部 材 の 斜 視 図 、 （ Ｄ ） は 押 え 管 の 斜 視 図 、 （ Ｅ ）
は ク リ ッ プ を 装 着 し た 押 え 管 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ 操 作 装 置 の 側 面 図 、 （ Ｂ ） は フ ッ ク 部 の 斜
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視 図 、 （ Ｃ ） は フ ッ ク 部 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 の 作 用 説 明 図 で あ り 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を ク リ
ッ プ 操 作 装 置 に 接 続 し た 状 態 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 の 作 用 説 明 図 で あ り 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を ク リ
ッ プ 操 作 装 置 に 接 続 し た 状 態 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 の 作 用 説 明 図 で あ り 、 連 結 材 の 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 形 態 の 作 用 説 明 図 で あ り 、 押 え 管 と 連 結 部 材 の 関 係 を 示 す 縦 断 側 面 図 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は コ イ ル パ イ プ の 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 同
縦 断 側 面 図 。
【 図 ８ 】 同 実 施 形 態 の 押 え 管 の 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト と ク リ ッ プ 操 作 装
置 の 縦 断 側 面 図 、 （ Ｂ ） は 同 縦 断 平 面 図 。
【 図 １ ０ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は フ ッ ク 部 の 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 同 縦 断 側 面 図 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 側 面 図 、
（ Ｂ ） は 同 斜 視 図 、 （ Ｃ ） は 第 １ の 連 結 材 の 側 面 図 。
【 図 １ ２ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 フ ッ ク 部 の 側 面 図 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 側 面 図 、
（ Ｂ ） は 連 結 材 の 斜 視 図 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 側 面 図 。
【 図 １ ５ 】 こ の 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 側 面 図 、
（ Ｂ ） は 同 斜 視 図 、 （ Ｃ ） は 分 解 斜 視 図 。
【 図 １ ６ 】 同 実 施 形 態 の ク リ ッ プ 操 作 装 置 の 側 面 図 。
【 図 １ ７ 】 同 実 施 形 態 の 作 用 説 明 図 で あ り 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） （ Ｃ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト を ク
リ ッ プ 操 作 装 置 に 接 続 し た 状 態 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 １ ８ 】 こ の 発 明 の 第 ８ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト と ク リ ッ プ カ バ
ー の 縦 断 側 面 図 、 （ Ｂ ） は 連 結 部 材 の 側 面 図 、 （ Ｃ ） は ク リ ッ プ カ バ ー の 側 面 図 。
【 図 １ ９ 】 こ の 発 明 の 第 ９ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト と ク リ ッ プ カ バ
ー の 側 面 図 、 （ Ｂ ） （ Ｃ ） （ Ｄ ） は 作 用 を 説 明 す る 斜 視 図 。
【 図 ２ ０ 】 こ の 発 明 の 第 １ ０ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト と ク リ ッ プ カ
バ ー の 側 面 図 、 （ Ｂ ） （ Ｃ ） は 作 用 を 説 明 す る 側 面 図 。
【 図 ２ １ 】 こ の 発 明 の 第 １ １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト と ク リ ッ プ カ バ ー の 側
面 図 。
【 図 ２ ２ 】 こ の 発 明 の 第 １ ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 斜 視 図 、 （
Ｂ ） は ク リ ッ プ の 斜 視 図 、 （ Ｃ ） は ク リ ッ プ の 一 部 を 拡 大 し た 側 面 図 。
【 図 ２ ３ 】 こ の 発 明 の 第 １ ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 斜 視 図 、 （
Ｂ ） は ク リ ッ プ の 斜 視 図 。
【 図 ２ ４ 】 こ の 発 明 の 第 １ ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ２ ５ 】 こ の 発 明 の 第 １ ５ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 平 面 図 。
【 図 ２ ６ 】 こ の 発 明 の 第 １ ６ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 側 面 図 。
【 図 ２ ７ 】 こ の 発 明 の 第 １ ７ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト と ク
リ ッ プ 操 作 装 置 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ２ ８ 】 従 来 例 を 示 し 、 （ Ａ ） は ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト と ク リ ッ プ 操 作 装 置 の 縦 断 側 面 図 、
（ Ｂ ） は ク リ ッ プ 操 作 装 置 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ２ ９ 】 こ の 発 明 の 第 １ ８ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ３ ０ 】 同 実 施 形 態 の 連 結 材 の 側 面 図 。
【 図 ３ １ 】 同 実 施 形 態 の 連 結 材 の 一 部 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ３ ２ 】 同 実 施 形 態 の コ イ ル シ ー ス の 先 端 部 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ３ ３ 】 同 実 施 形 態 の コ イ ル シ ー ス の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ３ ４ 】 同 実 施 形 態 の 矢 尻 フ ッ ク の 側 面 図 。
【 図 ３ ５ 】 こ の 発 明 の 第 １ ９ の 実 施 形 態 を 示 し 、 コ イ ル シ ー ス の 縦 断 側 面 図 。
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【 図 ３ ６ 】 こ の 発 明 の 第 ２ ０ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ 装 置 の 操 作 部 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ３ ７ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ 装 置 の 一 部 を 断 面 し た 側 面 図 。
【 図 ３ ８ 】 同 実 施 形 態 の 変 形 例 １ を 示 し 、 ク リ ッ プ 装 置 の 操 作 部 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ３ ９ 】 同 実 施 形 態 の 変 形 例 ２ を 示 し 、 ク リ ッ プ 装 置 の 操 作 部 の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ４ ０ 】 こ の 発 明 の 第 ２ １ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ケ ー ス の 斜 視 図 。
【 図 ４ １ 】 同 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ケ ー ス の ケ ー ス 本 体 と ケ ー ス 蓋 の 分 離 状 態 の 斜 視 図 。
【 図 ４ ２ 】 同 実 施 形 態 の ク リ ッ プ ケ ー ス の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ４ ３ 】 同 実 施 形 態 の ケ ー ス 蓋 の 平 面 図 。
【 図 ４ ４ 】 こ の 発 明 の 第 ２ ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ケ ー ス の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ４ ５ 】 こ の 発 明 の 第 ２ ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ケ ー ス の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ４ ６ 】 こ の 発 明 の 第 ２ ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ケ ー ス の 縦 断 側 面 図 。
【 図 ４ ７ 】 こ の 発 明 の 第 ２ ５ の 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ケ ー ス を 封 入 す る フ レ ー ム の 斜
視 図 。
【 図 ４ ８ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ４ ７ の Ａ 部 の 拡 大 し た 平 面 図 。
【 図 ４ ９ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 図 ４ ８ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ５ ０ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ケ ー ス を 封 入 す る フ レ ー ム の 斜 視 図 。
【 図 ５ １ 】 同 実 施 形 態 を 示 し 、 ク リ ッ プ ケ ー ス を 封 入 す る フ レ ー ム の 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ９ ８ 】
　 ２ … ク リ ッ プ 、 １ ２ ０ … ク リ ッ プ ユ ニ ッ ト 、 １ ２ １ … 連 結 部 材 、 １ ６ ０ … ク リ ッ プ ケ ー
ス 、 １ ６ ９ ， １ ７ ０ … コ イ ル 固 定 ア ー ム （ 固 定 手 段 ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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